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〈砂阿r 工 場 会 長 〉

製 品 種 目

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル サ ヴ シ

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル ド 7 一

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル シ ヤ タ 一

瀬 川 式 ス チ ー ル バ ー チ シ ヨ ン

濁 川 式 特 殊 高 級 銅 製 建 具

並ブロン ｾｦＷ ー及メールシユート
其 他 一 般 的 建 築 金 物 類

朝日建材株式合祉大阪支庖

大阪市東区高麗橋二丁目九番地( 高麗橋野村ピノレ内〉

電 話 本 局 〈 お ) 4714 ・4715 ・5226 ( 4)  

本 語土 東京市麹町直丸ノ内二丁目二番地( 丸ノ内ピノレ内)

電 話 丸 ノ 内 (23) 679 ・876

工 場 東 京 市 城 東 区 北 砂 町 三 丁 目 一 二 番 地

電 信 本 所 (73) 5979 ・1821

出張所 名古屋市中匿南大津町一丁目九ノ二( 共梼ピノレ内)

篭 話 中 2776 ・2777

直

接
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: G空想:

日英米特謂:三一個 ・賞用新案登録六三個併用

ス野武防火捲」ニク戸

〔特許大野式シヤヴター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヴ タ ー

大 野 式 JL . ーフ JL . シ ヤ ヴ タ ー

大 野 式 融 金 付 自 働 閉 鎖 戸

大 野 式 工 場 用 軸 承

大 野 式 聴 子 入 紬 箆 ・ 戸 車

大 野 式 廻 鴇 紬 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉 ・ 銅 製 建 具 類

日英米{ 弗濁特許三七個・賞用新案登録八四個併用

特 許 示 こ サ ッ シ

東京市大森直新弁宿七丁目

株式曾鮎不二サッシ製作所提携

日 大 野 製 作 所

東京市芝直三田四園町二番地・電話三国( 必〉 4 3実

a 1 t l l S . 民館，. ・大鼠市民事U l 上. . 中二・電s ・・( 46) 豆 ^ ^

li:li l  



曾
主ド

ロ

コ ン ク ソ ー ト 夜 間 講 習 合

近来 コンク リ{ ト 及繊筋コン クリート カ; 建築土木の各方面に亘って極めて腕 〈態別せられ てゐる事は申

すまでも あ りませんが其使用の方法に於て 完 全なら 5 る事質の間 k 存する 事を聞〈のは誠に遺憾であ り

ます。これは恐ら 〈賞地に携れる技術者に於て飴りに之等に倒して無閥心なるがおであると思はれます

のでコン クリートに 闘する常識を漏養し其正しき取倣方法主? 宣侍する事は目下の急: 務で‘ あると 信 じま す

今回営舎主催大阪市立都島工業率校 日本建築 協舎大阪市建築課長後援の下に現場で施工 に首れる方 k や

工業易保校， ｾ，生 諸君に適する程度のコンクリ ート 夜間諮符舎を下記の通り開催 すること〉なり まし七 、 此

等の方々は勿論のこ t 建築及建築材料に闘係せらる〉方 k の多数御誘合せ 御聴講あらん事を切望致 しま

す。

昭 和 十 年 五 月

主催者 日本ポルトランドセメント同業合

後 援 者 大 阪市立者I1島工業事校 日本建築協 合 大 阪 市 建 築 課 長

講習舎事務所大阪市立都島工業事校建築 向内

コンクリ{ ト 夜間講習合プ ログラ ム

一、期間 自六月 十八日 至同二十六 日

二、合場 大 阪 市 立 者11島工業事校( 市電津上μ Il IJ 二丁目 下車〉

三 、科目 及講師

月 日 Fト 目 及 罰時 mli (61時- 9時 )

6 月1189 日日 (L水J K〉〉 |  l  |  2 Y  F リート 及銭筋 コ"Y !I リートの仕様 大阪府建築技師

20日 制 | 蛾及活動篤反映前
都烏工業建製校教議

大阪府 ｾ課

山 側 | 銚筋コ "Y !I Y ート 構 造 開 銀 論 都島工業製校教議

22日ω |鍛 刊 筋 コ "Y! l Y ート純 計 算 世 世 論 市 内

25日( 火) コ"Y! I 9 ートの施工法、施工技館i 放積算 大林組技師l

26日 川 |  ラーメy のI1干法 ポU "!; 工業製校教議

Eを 型1・ 新 _- 氏

1市 f古I 且: J疋

，品Lゆ T‘  
陸 一氏

篠 原 大 郎 氏

純 一 氏

渡 1明l 圭 干;. .L¥: 

1m f，¥J  

四. 聴講料 無料 ( 但 し聴講雰及建築昼寝合穣行 「コンク リート 及鎖筋コンク リート 棋準仕様書 及鍛h:i i

コンクリート構造計算規準」携帯の こと

右の書物 { e 御希望の方は其旨聴講申込書に明示され〉ば第一日合場で購入の便があり

ます ( 定償五十銭)

な!i 聴講券は 申込書 と引 替に起附致 します

五、定員 三百名以内

六、申込期限 六月十日

七、申込期限前主 量ft も定員 に満ち?こる 節は締切るこ t

八、履物は靴叉は草原のこと

九、 全部御出席の方に限 り講習含聴講謹書ーを授輿致 します

コンクリー ト夜間講習合聴講 申込書 〔雛 形)

コンクリー ト夜間講習舎聴講致度此段申込候也

1. 勤務先( 叉は住所)

2 氏 名

3. 建築星第合夜行「 コンクリ ート 及鎖筋コンク リート 標準仕桜書 及銭筋 コン クリー ト構造計算規準」

要不要 ( 申込は大阪市 立者11島工業息校三mi尚史氏宛の こと )

( 本申込書御入用 の方は主催者叉は本協舎 に御請求下さい御送付致 します 〕
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建 築 串 舎 は 本 年 度 大 曾 を 京 阪 神 地 方 に 於 て 翠 行 す る こ と に な り 其 催 中

1.  京 都 に 於 り る 摩 術 講 演 舎 は 本 協 舎 員 に 限 り 御 来 艇 を 歓 迎

( 但 し 協 曾JI旬f.Lfh乱 用 な き 方 は 御入 場 断 り あ るやも不計必す・御i凧 用 を 願 ひ ま す )

2  
大阪、紳戸の誹i J i i 舎は協合員のみならす・一 般 の 御 来 贈 を も 11次迎

致 し ま す か ら 御 誘 ひ 合 せ 御 来 曾 下 さ る 僚 御 披 露 致 し ま す 。

昭 和 1 0 年 5 月

日 本 建 築 協 曾

第 1 日 5 月 1 2 日 ( 日l曜 日)

@撃術講演曾

B: 主官官 f第 l 都合 … … ・…. ...・ H ・.. ・午前 9 時一一5 時 15分

tfi ; 2部合・ ・・・…・…・・ ・・・ ・…・午後 l 時一一5 時 5 分

(  東一附 宮 駅車東入る正門)

曾 場 京 都 帯 園 大 皐 議 堂 左京直吉図町市従来山線百l J [ . 趨停留場下車東入る裏門

第 1 部 曾 ( 0印は連名論文提 出者中の罰事演者〉

合 の 軍存 Ｑ Ｊｾ ｊｩＧＺ［ｪｉｪｉｾｲｊＮＺＡｩＱＺ ｉｾ 員 ｬｬｩ 1t: ｾ＠ = ; g j 闘 m大 合 京 都 委 日 長 工 芸 詳 博 士 藤 井 厚 ー君 時 1m

1  1 砂層地擦の桝 試 験 報 告 員 | 加 藤 得 三 郎君| 前 9 侃

2 1  ｾ東第京 Ｔ 下 町 に於ける杭打地形の研究 1  ｩｩｳ ｩￏｊＩ｜｜ ｕｈ ｉＡ［ ｾ ｪ ｾ ＺＡｩＱＺ＠ 1  
員 |北 海 五 同 9.20 I  編杭 の 荷重試験 、 負ｾＵ 編杭 の 沈下曲線〉 瞥 視 線 建 築 課 長 正

3 1 木 服 属の木材合7陣 に就て 員 | 森 徽 君 1 9.35 

4 1  柱恨の腐朽 に闘 する研究 | 早稲間 大 都 助 教 授 li E 員 |十 代 間 三 良悶 1 9.50 1  

5 1  セメ γ ト強度試験法に闘する研究 ｼ 刷新閣大挙助教授 ｉｾ 制空ｼ滋 悶 稔者ｾ
6 1 軟練 モ リ ノι の引 張 に 闘 す る 研 究 ゆ 2 報 〉 |東 京 工 業 大 印 刷i 1疋 員 | 狩 野 春 一 君 I 10.20 

l セメン ト… ノ"JJZぴコ リ リート d…|  
員 | 野 村 芳 太 吋 1 J . 357  I  JUJ 推定に就て

( 第 2 桜) 1足 溢 試 験 法 其の l

8 1  混凝高土の純工軟度試験の革古来得たる浪凝土の 1  

最 限 度 に 経 済 的 な る 配 合 に 就 て
員 | 秋 田 盆 蛸 1

10
.
50

9 1  コ' . / " 9 ー トの 附 膨 脹 l亡闘す る研 究 員 |大 野 和 明 1 11. 05 

10 1  高熱を受 けた るモノ" ｾノヘコ ＧＮＯＢ ＹＭ ト 及銭 東京工業大与助教授

正 員

谷 口
忠君。

工事博士
11.20 

筋: 3 ' . /"9 ー トの強度に 関する研究
￬ｦｾ＠ 員 有 馬 恨 一 郎 君

ift 員 今 井 光 雄 君

11 I  繰返B考E縮11:1京を受俄くる コ './ " リート の疲 労j e I繭; 11: 高等 工 業 率 校 11E

程 の 祭 〈 疲 努 設 の 提 案 〉 教 授
員 | 吉 田 宏 彦 君 1

1
1. 35

( 休 態〉 1 時間 10分 〈 性 会 〉



12 歪模様3観測の新工夫とそ の!{g JH | 東京帝闘 大 事 教 授 l工E母屋博→員で
武 藤 開 | 後 l ∞

早 稲 田 大 準 教 授

正 員

リベッ トと 鈴 接 と併用し たる接手 の研究( 第 エ拳博士

13 

2報〉 TE 員 鶴 岡 明君. 。
1. 15 

i E 員 南 平日 夫君

14

1 …  

TE 員
+預託l' 威 雄君。

Ij 主 員 藤 可 申 義 君

1. 30 

H主 員 菅 津 英 夫君

i! li 員 中 日1 亮 吉君

15 1 風墜に関 す る 貸 蜘 附 |警 視 総 技 師i 1正
回 1. 45 

16 1 模 型蛾 に依 る 刊 附 の 机IJ 定峨 て 員 1Ji F 井 蒋 腕 1 2∞ 

17 1 菱自 問 問梁をも っ 削 コ ン クリ ー ト床組 l加 凶 大 判 授 lE 貝 | 坂

に就 て こE撃博ー|て

古手

18
1  耐 … る研究 〈 …

東京工業 大 準 教 授

E 員

問 返 卒 判 lエ築博士

河主 員 勝 ru 千 "'IJ 君 2.30 

准 貝 >11  来 遊 君

19 1 高 問 問j和 鈎 腕 仰 向 山 l向 日 切j 鰍 l正

法に 闘す る考究〈停透モ ーメ y ト法〉

橋

( 休 憩〉 1  0 分 間

20 1 不 規 則 な 附 ラ ー メ; / ｾ［Ｚ＠ 1"J す る組織的解法 員 | 狩 藤 謙 次 君 |
3.10 

21  1 無 限 糊 法 に 依 る ラ ー メ Y 特殊 慨 に 就 て | 蹴 土 事 { 開 校 教 授 | 正 中

221 矩，ｾラ ー メンの表 示 腕 | 東 京 市 技 ml i I  I E 員 | 総 本 義 一君 |
3.40  

23
1  鉛相直荷重 を受 けた矩形 釘初予 ー メンに於ける

反 原理
| 東京地 制j 蹴 | 正 員 l二 見 秀 雄 君 1 3.55 

24 1 回定 モー メ Y ト法 の 則化 | 山下 位 築 事 務 所 員 | 准 員 | 橋 本 良 平 君 |
4.10 

|  ラきてーメ ン 郷 の 間 大的げモ ー メ Y トに つ I  Ｉ岬 ［Ｈ ＺｴｉＭｃＧ￬ｬ￬ｉＡｬｬＱｬ Ｊｩｦ ｾｉｙｊ ｾｸＦ I  
橋

261 7問 団 を 受 く る仰 テー メy の絡円借 | 小 笠原建築 事務所只 | 正 隆 4.40  

27
1  耐風、耐震的元内司i舟二.tご ラー メy に到する削げモー

メン トの貨m 式 と; J t 態用 ( 其 1)  
l北海道帝凶 大 切 I 工準3博1 士員 I山 繭 叫 4.55 

令 の 僻 合 合 長 | 工正準博士員 ||  内 111  Ji i{i 三君

第 2 普15 曾 CO J: Pはj 1¥名論文提 出者中の部主主者〉

合 の 箭1 | 曾 正 貝 | 一 | 閲 附
大 京 都 号委 員 長 工率iW-1で 藤 井 厚 ー 君 時 間j

| 東京工業大準教授| 工正準博士負 | 前 回 松 腕。|
1. 05 

H在 員 藤 岡 ii I i 夫君

2 1 江戸時代 の 蹴 建 築 に 就 て

| 名古屋両等工業率校 正

jjJ J  教 授

戸 1. 20 

34 ||  江 戸 幕 府 作 材 酬 に 説て
|早稲田 大 挙 助 教 授 11E 主豊 1. 35 

営脱寺草創と金堂と の研究
東京 帝 聞 大 準 教 授 1 2 d | 藤 烏 亥 治 郎 君。|

1. 50 

准 員 川 上 手1> 基 君

5 1  普響透( 過車にl闘材す料るの貨遮験音 〈第 2報〉
ｉ ｾ早靴 稲伽 ｉ仕…上 1  正正 員 | 佐 藤 武 矧 |

員 川 島 定 雄 君 主。 2.05

効果〉

員 三 木 紹 君

6 1 強度法に よる 問 係 数 州IJ 定 ( 第 2報〉 | 日 本 大 撃 部 制i 11E i市



7 1 木材板の 防削 呆 に 就 て | 早 稲 町 千部 宏君 1 2. 35 

8 1  木造及コンクリ ート住宅の室 内峨 に 就 て l来 畑 凶 大 制j 矧 | 正 員 |一 桝 悦 三 隅 I 2.50 

( 休 憩〕 1  0 分 間

9 1 室 聞の 自 然 即 闘 吋 山

( 第 l 報 〉
| 東 京 工 業 大 刺 激 判 定

3. 15 

10 1 金 光照明 に於 け る 附 影 響 の 一 考 察 民 | 太 宰 二 郎 君 1 3.30 

11 I 二三の 材 料 の 反 則 間 過 光 峨 散 性 | 日 本 大 拳 数 授 | 正 話量 要君 I 3.45  

12 1 模型室 に於ける 糊 照皮の貨 | 早 稲 江! 大 日 ni li j  J E 員 | 木 村 幸 一 腕 |
4. ∞ 

13
1 色 町llJ 定 1'':: 就 て 即 戦 〉 民 | 品 野 昌 一 君 I 4. 15 

14 1 … 肌 閥 山 政 | 瞥 孤 阪 技 手 | 准

( 都市の針主主傑装に闘する研究第 l 回報告〉 准

員 | 新 海 悟 郎 君 |

員 笹 Ilり 一 夫 君

4. 30 

15 1 空 浴 建 築 刊 に於け る Pl 川 】g Cha l' t  員 | 笹 川j 一 夫 君 I 4.45  

合 の
ぽ1 合 合

長 | 弘d | 内 回 鮮 三 君 |

( 注意) 1  以上の宮章表論文は四 月下旬強行の建築雑誌臨時格引I j r・大合論文集」に一括して其全文を掲載してあリ

ますから 御 出席の際御携帯願ひます。尚一論文に 付討論を合め て15分の濠定ですが、 講演者 の事故又

は質問の 有無に依り多少議江古開始時刻が繰上るかも分 りませ ん。

2.  質疑討論稲勝の皮が ありますから、深め質問御限定の方は御名刺に論文番放御記入の上' i i i - 日合場受付

に御提示願 ひます。質疑椛はその御申込順位にイt< ります。

第 2 日 5 月 1 3 日 ( 月曜日 )

@講 演 曾 (大阪) 午 後 6 時30分開合( 聴時講/:1]間無料行)

曾 場 ・ 弱 日 曾 館 ( 大阪市北 区中之島 3 丁目 市' i s i l ! i : 越前停留場際〉

司 合 者 プミ 合 大 阪 委 員 長
ノけ 腰 俊

ユ、yとkι  
君

開 合 の 筒平
| 泳

令

*  
長 ｉｾ 準 博 里ｼ内 凹 鮮

我 図 板 初 子 工 業 の 趨 勢 l 旭 硝 子 制 株 式 合 枇 |

尼 崎 工 場 長

本 賞 京

大 阪 市 緑 地 問 題 の 現 !!Jd k l 同 | 大 市 阪 土 木 部 長 | 留 主主 喜
君 l

法 隆 寺 昭 和 大 f彦
理 | 法 隆 寺凶 刊 イ [- 工 事 | 正 員 | 武

区1 五 一 君

事 務 所 長 工 桜 博 士

工 場 の 採 光 方 法 に 就 て | 川 刊 大 事 数 授 | 磁 準 博 士 | 戸
問 E  

君 !

同j 令 の
ぽf ｼ 大合総委員長 ｉ ｾ 事博里 ｼ 片 岡 安

第 3 日 5 月 1 4 日 ( 火曜日 )

@講 演 曾 (神戸 )
午 後 6 時30分倒合( 総時議Il 日励無料行)

曾

場 ・ 海 員 曾 舘 ( 市 附 行 制 凶 日 生 町 1 丁目 ，ｔ￱ｾ ｴｌ元町 Ｖ 丁目停留場下車 Ｉ
三越又は干T線信J I l 戸島事前

司 TIt 者 大 合 詰申 戸 委 員 宮 本 長 治 君



関 含
の 僻

| 本
合 曾

長 | 主 樫 博 里 | 内

国 勝

一一
君

日 本 建 築 の 文 法 |  紳戸高等工業拳校教授 l i E 告書 l込 弓 君

六 十 時 跡 よ り 私は附

本 治 虫11 平 君

* に住むべきか 山 本 病 院 長

建 築 E二 災
答 ! 日 本 大 拳 工 撃 部 長 | 主 拳 博 ! I 佐

野 キリ 若器
君 |

商 業 と 工 業 の 関 係 に 就 て l 制I 戸 陶 業 大 準 教 授 | 国 敬 太 郎 'f- !  

開 舎 の 僻 員 | 古
王子三 民l J'r 司3

筒 、活動2事長を映苦言致します?



曾
E 七

ロ

ア ス フ ア ル ト に 関 す る 研 究 曾 開 催 に 付 協 曾

員の 随意参加 の件

木協曾材料委員舎に於てアスフアルトに開し専門家を加

へ意見の交換舎を下記の通開催致しますから協曾員各位

の随意管I l 参加 の上研究談を御洩し下さるこごを希望いた

します o ( 遁て夕食は準備いにして居りませんから御諒承を願ひま す)

時 間 制(水) 午後正 6時開曾- 9 時閉舎

所 建 築 倶 楽 部 ( 北 直 中 之 島 朝 日 ピ バ 階 )

×  ×  ×  ×  

五 版

市 街 地 建 築 物 法 令 改 訂 版 苅 行

本書 は六大都市施行細則その他閥係命令を蒐め昭和 8 年刊行第四版を出し暫 〈

絶版中のものであ った が今回同法及施行規則・施行細則の一部或は全部が改正接

令され? このでこれ を機合に改訂して第五版として刊行し f こものである 。

定慣は一部50鏡、郵送料は 6 銭、その他飽裁等は前j極通りである。御希望の向

は丸善本支底、柳ゃ堂書庖或は本曾事務所で求 めて下さい。

量士 閣

法 人

昭 和 10 年 5 月

日 本 建 築 協 曾
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0 氏 邸 ( 京都) 3  v  



8. 外 翻 及 庭 園

9・ 玄 関

v  4  0 氏 邸 ( 京都)



10・ 門

v  

" 客 室

0 氏 邸 ( 京都〕

. . . . . .  回ｾ ﾭ
_...... 

ＮＮＮｾＮ‘＠
. 、

5  v  



12 居 室 の 床 の 間

13 居 室 の 棚

v  6  0 氏 邸 ( 京都)



14・ 寝 室 の 床

15・ f勢 t宣
16・ 閑 室

0 氏 邸 ( 京都〉
設 計 工 皐 博 士 藤 井 厚 二 氏

7  v  



1.  娯祭室前のテレス前方の はサン ポーチです

図¥

2  

v  8  
米 本 氏 邸 ( 南潟; ・高師務)

設 計 ・ 施 工 大 手 本 組 住 宅 部



4  

3・ 宵 面 閣に泊i した方の 姿

で 左 手 松 樹の 前庭 先 き が チ ヌ の

海 に 面 して居ます 、 スタ イノ" I土

南 欧 風土取入れま した が特 に軒

庇の出とＡＡｫ ょこ り のｾめ の目｝仕舞

に は注意 されてあります

米 本 民 邸 ( 南海 ・高f: ni i11)  9  v  



ｾ＠
f

ノ

1

ム

5 藤 接 室

ス パ = ツ シ 趣 味 を 基 調と して

tll 来上った部屋であり ます

6・ 玄関ホール

s!!i接!i n同 様 ス バ エ ツ シ

好 みに 出強 致 しま した

v  10 米 本 氏 邸 ( 南 海 ・高師演)



日制

曾7・ 客 間 座 っ て.J l l l 、掛 け て も 使へ る部厳に

した い と 云』、の で 出 来 I二った 1徳島!! Y ツフアもあ

る坐机 もある 、 そ う し た 心 侠 か ら初

1窓立されてゐます

米 本 氏 邸 ( 南海 ・高師溜 )

.  ｾ＠ 展 望 室 位 置 は 3 階 で 近 〈 は チ ヌ

の汚から 、六 甲 紀 州 方 面 の 山々 ま で 手 に 取

るk日告 腕界 を もっ部屋で ある 、主 と し て 支

の 郊 属 と して使ひ度 いの で す 。

II V  



v  12 米 本 氏 邸 ( 南海 ・高師筒)

曾 9・ 食 堂

此 部 局は南 向で あっ て、南{l ! I lの佐ー闘を 抱 き 込 ん

で 、 サ Y ポー チ延 しに なっ て ゐま す、 之 l土直方、

に庭・聞に而するより は 、夏 の 食 堂 と して 冬 の 食

蛍 と し て 、 どちらにもよ り良 い 感 じ を 持 つ 様 に

との 心 組 か ら、 そ L て叉 食 欽 を場 合 に よ っ て は

サ Y ポー チまで延長 も出来 ようと云」、の で l !様

式 は "f 成ス 7 ート な灯 みを 収 入 れ た も の で す。

。圃 10 サンポーチ

会，::tノコ前 のサ y ポ ーチ、肝 心凝ら な い 緋へ に し

て 、 互に よく 、 各に よく と云 」 ・ 心ｾ Ｇ［ｴ で試みられ

たも ノJ

設 計 ・ 施 工 大 事本 組 住 宅 部



1 . 外 観

中島氏 邸 ( 阪急‘ 経管東金 rj t { 主定地〉

揚I f r は阪急、沿線東:詮中住宅地、山 に

f奇り池に臨む大自然地の 一角小高い

JJ-.に 建 つ住 宅

さへぎるものふない背? 1 ? 1'こくっきり

描き出された直械な スカイテ イ Y 、

純白な 壁 而 が 背 後 の 紋樹 に映へ て均

努 の とれた マツス を横へ た姿 l官、 ブ

レツシユな機能的な新生活を包臓ず

る総てを物託るであらう

門 をぬ けて紋: t ; tに悩ま れ た坂i U・ をの

ぼ りきる と大き 〈突き出たパ ノL コ y

の庇 に か 〈 れ て玄闘を 見 る

感f量的な バー ゴ テの下にアー ムチェ

アーを横へ て、三つ の池 の涼風をと

P 得らる A 交 の午 後 。 1 日 こそ、之

叉 東受中1 ' :: 誇 り得る魅力の一つであ

る事 と 思」、 ( 中川敬一詑〕

中 島 氏 邸 ( 阪急活棋 ・東豊中)

晴臣覇

I  ｾ 皆平面圏

2  
2 階 卒 面 圃

般 計 ・施 工 阪 急 電 銭 地 所 課
13 v  



曾 1・ 正 門 よ り 玄 関 も ともと山挺鋲 分 の 家

と し皮 い と 云ふ 出後 で主ll: てた 家 l む 良で 見 る様 J'こ

里子商筒L絞 の 石塀 ( ¥用 のニHYIを体 へば同じ野石績 の .  

門 位が ある 、 夫 れから ドロドロ ヒり の緩 勾聞を 持 e  

つiiI1路 を辿れ ば失' i &りに 吹 欽式の ポーチ が ある

v  14 岡 氏 邸 ( 阪急: • j 宝塚)

2・ 東 南 面 の 姿 西 安塚 の小 お い五:C詩集落〉

に位置を山め て居 る胸係 上、来も Iぢも北 も三方を

眼 下 に 見 下 し 遮 る 何物もな いと 云っ た、眺 望 に恵

まれ た 場所 で、 様 式は和 風趣味 のノ、- 7 チン パ ー

をl R 入れで時空 寸

叡 計 ・ 施 工 大 獄 組 住 宅 節



;17イ十ト

i i 1 1 i  l  

-i-T??? 
1 階 卒 函 園

バ

ル

コ

=

l

3  

15 v  
( 阪急:・ 費塚)

2 階 平 面 圃

邸民岡

4  



曾 5 居 間 野 趣 昧 を右分に " と云」、臨か

ら天井廻 1) ｴ ， 絞鑑廻 ｐ も、 家 ｊｈ 司にｾる

までそう い った手法を試みられてか:ーます

v  16 岡 氏 邸 ( 阪急: ・貨坂)

S 6・ 藤 接 室 居11日粍ではない が此 訟 も ず Y

グリ と した山 ;I l:ノコ以う〉を1以入れ るとと に7J めた

設計・ 施 工 大 祢 組 住 宅 都



1 外 観

佐 藤 氏 邸 Ｈ 阪乏 ＧＮｦｦＮＧ￟Ｎｾ 苦新伊丹佐官地〕

古来うす僻ーの美 J自に 知らる L 伊丹nlT の

南部 に新設された 阪会; 絞符住宅地 })

第 1 [f! 1: t ! l 設住宅 ノコ 一つ

開問地方 l亡住 まれ る 紳 士は裕 ち粛さ

のあるスパェシユ系統 の住 宅 を 好 ま

れる傾向が多い。 資 柿 色 の S 克 と淡

ク リーム の笠岡 が、芝 生 を 基 調 と し

た ｦ ，訂ぃ 前庭に新紋 の な どや かな ｚ 担 当，ｾ

を漂はせて ゐ る Ｔｾ ｩＷＺ 、 佐藤さ んのお

気に召 した34 と作者 i土考 へて ゐ る

接校出 の来 い 建 築 家 のやりそうな住

宅 と云 lまれ るかも知れない。而し居

住 者の要 求 と 依 i干に あ てはま っ た 卒

而計諮と 、之に打Ji き出 され る 7 7 -

サー ドこ そ平 凡なる傑作で あ るとffs

じる ( rl-' 川敬 一;氾〉

佐 藤 氏 邸 ( 阪急:沿線 ・新伊丹)

め

三 il'fif.lI ロ

設計・ 施 工 阪 急 電 銭 地 所 課
17 v  



7作 1レ ス

ぺ ｜ＧＧＧＧＧＧＧＧＧＯｾ
ーイ LJ  GWν 

v  J  8  今 村 氏 邸 ( 阪念 ・南郷UI)

:o  

2  

1 階 卒 面 国

設 計: : 0 ).11 純 一 郎 氏

施 工 竹 中 工 務 庖



地 階 2.218坪

l 階 53.494

2 階 39. 227

倉庫 l 階 4. 16  

2階 4 .16

延 坪 105.259 

ポ ー チ 2.622 

物 置 ・使所1 . 139

洗沼 .3.81  

南 外

4.  2 階 卒 面 園

今 村 氏 邸 ( 阪走什将宇部山) 19 v  



5. 玄 関 階 段

6. 玄 関 ホ ー ル

v  20 今 村 氏 邸 ( 阪急: ・南部山)



出|

(  . 寝 室

8  玄関より夫人室・客室 -階段を望む

今 村 氏 邸 ( 阪急:・ 南郷山〕

一ーー一ーペ

敏 針 石 川 純 一 郎 氏

施 工 竹 中 工 務 庖
21 v  
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，J:i I  東 北 外 叡

a

f

'

M

W

1

・A

一 一 一一一 一一 一 一一 一 一

1 階 平 面 圃

石 川 純 一 郎 氏

竹 中 工 務 庖

計

工

言型

施

2， 

( 阪急; ' )久 JII )ｾｂ＠氏E  里v  2 2  



3. 南 面 外 観

2  

4  : t 也階

l 階 自動車庫 7.00)iJ i  

2 階 物 資 4. 38

延坪 11.38 

格

伽

U
守

山

政地面絞
209. 79珂、

地 階
6. 74 

第 l 階 39.31  

賀':: 2 階 22.96  

jy; ji干 69.01 

附図家

5  2 階 卒 面 園

黒 正 氏 邸 (阪急: ・卯 11)  2 3  v  



5. 客 室

γー

6. 食 堂

v  2 4  黒 正 氏 邸 〈阪急: • k-1)1¥) 

設 計 石 川 純 一 田 氏

施 工 竹 中 工 務 庖



翻

大森氏邸 〈阪急経営 東 ｾｲｬ Ｍ ｉ 住宅 地〉

環 境 に葱 まれた自 然 広 東投 rjJ ( 上宅地

の建設住宅 ノコ 一つ。活路而 かi ; : 20 )ミ

粍も上った五ー の ｲｪｬ 肢 に主主つ 山 ｾｈｴ Ｇ 七

の気分 桜 浴 せ るスウイ ス コテージ

風 の試作品

尾根は 三 Ｉ ｈ ｩｬｉｩｾｉＮ ｉ ＺＡｩＧｾ の ｩ ，Ｚ ｮ｡ ま勝 ｄ も の 、

タト. m: は杉の背板! 反にオイノL ステイ y

を塗 布 せ る もの 、 I当ν、i笠iui とD この

= つの議I務 方q't f ( 然として プ ロポ ー シ

ョ y の織り を一層的 I II づ η てゐる 、

2 階に 大 き く と られた パ ルコ y か ら

の迩 か 大 阪 湾 をmて た 紀 州 連 山 へ り

炭望は 、 との机里子なれ朴 な 位 以的な

山斑 住 宅 に 於 て 始 め て 求 め 符 らる 込

歓 ぴの姿 で あ ら う ( l j .I } lj 役 一詑 )

大 森 氏 邸 ( 阪急: 沿線・東豊中〉

2  

o  

賀t 1 普平雷白

殴計・施工 阪 急 電 銭 地 所 課
2 5  v  



1. 外 観

2 上 1 階 平 面 園

下 2 階 卒 面 圃

v  2 6  
岩 倉 氏 邸 ( 阪急: ・東豊中 )

東豊中岩倉氏邸

I 防T 101. 8237tド

2 階 12. 25

延.liJ! 114. 0737 

議 7.5

地 下 物 置 3.75

段 計 小 綜 三 造 氏

施 工 竹 中 工 務 庖



3. 座 敷

4. 離 れ

岩 倉 氏 邸 ( 阪急; ・東豊中〉

段 計 小 林 三 造 氏

施 工 竹 中 工 務 庖
2 7  v  



老F皆平面白

A

V

l

 

司J階平面白

2  

v  2 8  K  氏 邸 ( 阪急沿線・新伊丹〉

1・ 外 観

X 氏郎 〈阪乞l 経営・新 伊 丹 住宅地〉

［Ｈｦ 来 の ｲＮｾＮぃ 日本住宅から ｊｬｴｴ して新 日

本 住宅 の建設へ の第一歩 とし て試 み

たD が、 との数寄・厳風建築を基調と

して洋風化し た小佐宅て・ある

H 有馬 山いな の佐一原風吹けは H の古

歌に もそ の情景を{，¥I.' ，ばれると の平 野

に、銀 黒色 のヌ; と白い壁、j炎制色 の

初日板と があたり の紋樹とよ 〈調 和

して、小さ い乍ら も溢味と落ち着き

と鐙快さを充分現してゐ る。 10帖 大

の居間1は熔接に も食堂に も用ひら れ

その融 油性 を 極 度に主主主l ' し うる様 、

他は会1;11坐式と した 、 ζ の卒商計衝

は未だ二重生活か削除しき れ ないも

の L 一つ であ るが、明日 の生活戦線

への 飛躍が F 、ミの 上に於て充分な

る休援を奥へ得 る事を 信 じたか らで

ある ('1リ11敬一記〉

設計 - 施 工 阪 念 電 銭 地 所 課



水 島氏l ! II ( 阪41; 経営新伊 丹住宅地〉

西 に六 甲主l!山 1コ翠 らん を望み 、背後に雲雀 ケ

J J-. 、花屋敷 ノコ なだ らかな北携乃丘陵 を負った

閑却快逆iその もの 弘幸rr 伊丹 住宅地 の第 1 [主lili

築 住 宅 の一 つ

在住! 広とi %っきと i!.il; 手ではない鱈 快さ を火は ぬ

新 日本位' とで あ る。 思 ひき つて 深〈 出した 土

1ft は lOl)1.l i大 ノコ洋室 の 明朗さを 殺 ぐ感じ はずる

が、 .:/i 月雨 の物僚かな銀総 が庭 の築 Ul にたれ

る小山田 が大きな拍子商 を泊して 映 ると き、

雑もが! l J <ひ43 ぬ淡味を感じられ るで あ ら う事

を 信 ずる。 こ の 作者 の 気持に ぴ っ たり ｾ・ては

まった 性秘 の持主なる水島 氏を得た 事は一層

の喜びで ある

民 根 に三 州 ｩｬｬＧｴ銀，ｾｾｾ 色 民事花 、 笠岡は杉鈎皮 ｅ 長

( 中川敬 一記〉

水 島 氏 邸 ( 阪急:沿線 - 新伊丹)

J

ム

γ

V「

ヲ8

二F吉# Q白

2  

設計・施工 阪 急 電 銭 地 所 課
29 v  



外 観

v  3 0  

.  

令

• • 

老下昏平面白l

2  

山

一

足 立 氏 邸 ( 阪急沿線 ・東豊中)

足 立 氏 照〈阪念経営東豊中住宅地〉

なだらかな :!tz;aから flJ J ぎみ ると の

山妓住宅 はス キー揚 の ヒュッテ 1 )

fA; があ る、 どっ しりとして 組野な

中にも嫌味のない 7 アサ ー ドを持

つ灯ましい作品 の一 つ

"F.llli 計l ll:r.r 坐式本位予 あ るが、6

帖大 の洋 J!!. 食堂とl OJ t ，l j 大 ノコMH安来

川 心: ;J.H専を設けた事は、 己の 山jl J:

イ主主 ノコ 意味から云っても必然 ＨｊＯｾ な

おと思」・ o g1j ¥接手: は杉の丸 太 刀化

粧天井と 、'Y，¥; v、自 111 " ' イル で造ら

れたt 1越を rlt心に 山図気分E豊かな

デザ インで鎮められで あ る。 煤-T'Ii

の大阪から- f . Yi か20有官余分にして か

L るお!J 澄な 1) んび りとして世H ! UJ(J

な_U也、そ して之に調和 せ る{:U七

を求め 1号らるおを御紹介する 事 11

教 へ て錐者 の峨業意識から のみ UJ

る ｴ ｊｾ でな い 事を附加 して おきたい

Ｈ中川敬 Ｍｾ ￟Ｉ

設計・施工 阪 急 電 銭 地 所 課



我 が 住 む 家 に 就 て

小 川 安 一 郎

ｉｾ ｉ 分がｻ上 む 家に 就て 御話を ｔ る事 ＱＱ 自分の設 Ｇ［Ｍ Ｑ

と自分 ノJ 家 を桁 介 申す様な 具 合で どう も諸 に く い

感じがして ならな い が、1 ' Hたに自分 が住 む署長を自

分 で ;;st ;n し7 住 ん で見て初めて御芯をする方が1'1:

際的 で あら うと 思 ふ の であ る。

住 宅 と云」、も の は住む人の気分と考へ を充分取

り入れ て［世 ｾＮ ｉ 施工をせな けれ ばならない の で 、 批

判 的 の云 ひ 分で 住 宅の設計は斯ずべきも のであ る

とか之 ノJ スF イノι にせなけ ればならな いとか . ζ

の様 な 敷 地 でなければ な らない と決定的に云」、べ

きも のＭｲＭ ない。そ こ で今回ｲｴｬｊｾなりにも自［ｽの 芸誌

が 出 来 たので、自分の位 むZ誌に就て自分が家を m

てる迄の行 ｮ を ｟Ｎｾ ｾＭ巾した方が順序だ と 思 Ｔ ・。

私が自分の{ 上ひ を建る Z与に就 て は 10' 1" も前 か ら考

へ て腐った。 :;;)(:11寺は 市 内の場末が/1.{ いだらう 、或

る時は郊外だ と彼 蕗 此 蕗 だ と 積 々考へ たもの であ

る。 :;; ) ( : 時は郊外でも此 の土 地 が 色々 の方而より 考

へ でも訟も灯 い場所だと恩ひ 、11
1
¥官li 令迄 して買込

み設計も移り最早mて るEf r j主主主んだ事もある。

とれは又小供のtSE佼 の 関 係 上 其 の 方 面に最 も終

決的な侭i利 で周 郎! の環境の主主しき ニ1..地 を と、永 い

ｲＺｾ物 色 したものであ る 、 そ う ζ う する 内 ｬ Ｇ こ 小 ｩ ｊ ｬＺは

祭校を出る様な誌にな り、 叉 自 分 も勤 務 先 を 縛せZ

な ければなら ない惑にな っ て然分も治 まない様な

時が来て中 々物 になら なか っ たの であ る。

ｊ ｊｉ￭が ＭＭ ｮｴ Ｇｾ Ｑ 三 不思 議に も 少 し 燥 には 離 れて居 る が

向分 の気 持 に 過 した土地が見' A ・ P磯 り受 け る事 が

出来たので 、 守口っと建て る気 に なり設計 に 取 り掛

P 昨 年 2 月から着手 し 8 月 に出来 上り引越 した様

な惑で其のr : 日 の プロセ スが: ; l t 大抵のmで はなかっ

た ので あ る。

幸 ひ 只今勤める 舎 彪 が 木 材に閲する 仕 事を す る

ので合通上の 不 用 材 並 に 雑木 よ りfJ l ! J I ] 出来 るもの を

選び出来る丈安例にイ土上げ る心 ｾ で 失 々 迎 Ｑｾ ｲ な場

所に使用して出来上ったもの で あ る。

然 し千二ひ敷地 が 丘 の 上 で 西 I亡防風林があり東南

が 少し斜 面になり l∞ 坪徐り の池 があ P 自然に 千万

生的の J 二地ノJ 様に忽は れる、 将来近所に妨fz-の物

語: 往てられなャ様な場所な の で幸 である 。

設 計 の 本 旨 としては前 申した iiIJ ｾ材料 を 選ぱず

温風と光線に注意 ｌｾ ｲ， ｩ てに ｬ リ ｝ｕｉｉ に ［ｩ ＧＱｬ ￰ｬｩ 的を「 モッ

トー」 と した。

然 し走 れは 前 11' した湿り 自分のものとしての作

家 で 他人様の で ないから 、其の員誌のJ珂は批判的立

場 で 御 判 断に測り て置く よ P外 ないの である。

次に家 の 不而と ｭ 良 を数ｲ［ｾ 御自 に 掛ける事 に致

します。

巾 川 氏 邸 〔阪急: ・樫井谷)

1. 正門より西側面外観

門校はコ: - ，! 1 リート 主慢にモ IL !7 JI- を塗り 、 自然木仕 1.， 

扉ほ米松材宮市} / Yl 、 ペ y キ拭J反 り天然色仕卜 、玄関へは ゴロ

F 石 利、Y丹市立砂利i凡出しの低い段による J E而林 は梅 初 制

2・ ポーチ側内部康問より玄関明取り婦出し出窓を望む

民間床、 オー クくれ板桜 、 オイルステンラッ ク拭取り仕トー

民 間 壁、 プラ スター 背 Il1<H祭鼠色 ペ Y キ拭 I良仕 上 、天 井 、;)jと

松 梁 型 を 表 UlOプラス ター ク リーム 色ペ y キ拭 取仕 上

殻 計 小 川 安 一 郎 氏 31 v  



3・ 正面( 西 側) 外叡 屍限ｾＭＺｴ北国赤側色筏 χ ＺＱＱＧ

壁は薄クリー ム色セメン トスF ツコイ上上、下 見 板

は 北 海 松 の 背 板 、ペン キ 2 色 拭 き1夜 P イJ: トー

司〉

4  1 階 卒 菌 圏

v  32 恥 川 氏 邸 ( 阪急: ・隈チi 谷)



5. 南側面外観 左 が サ ンノι ーム 、 中央は庚様 、右 に

突出 したのが主 人居 /:U及 び ベ テ y ダー、 様 IWJ の 段は蹴込

は丹波石張、踏 商 は タ イノι の タヂ 、餓平石の混合宿L張

l 一一 一一ーー「

片ーィ 同j :一一一一一一 ープ

6. 2 階 卒 面 園

恥 川 氏 邸 ( 臨急: ・樫井谷) 33 v  



倉 7・ 喫麗場の一隅 床 、不 合 符 タ イ ノι の 寄 せ

5長め張 p 、右 側 窓 は 掃 出 し4旋風iID し}目 、 レース

は1荷主主製 、 7 ロア ー ス{ ' :-- ドは 伊太刺書道フロー

レ ン エにて ｊＱＮ 求め し もの 、 中央雌 Ｑ ＭＺｬＺ ＱＡ は Ｗ ｾｔ 留 と

な り魚 類 を泳 がせ 涼 味 を 取 る 、 翼民共 は 内 外 木 材

工毒事合 枇主主

v  3 4  * 川 氏 邸 ( 阪念 ・樫井谷)

.. B  日本: 室居間床及肘掛窓の一隅 肘掛

天 板 を 机 { ¥; ; 用に使用し下に掃 出 し窓 を 作 り

羽 風 膝 入 れ に 促す . 腹 I- : l : 麻布張とす



官 9・ 居 間〈藤接策審務〉の西側の一隅 家具は内

タト木材合長t製 、敷物はトノレコ古物、ストー プはユ

y ケノレ型平日梨 、 額 は オ ラシダ製〈カイ ロ市 街〉マ ジ

ヨ リカタ イル、前の雪景は館 頭 口 唐三 彩

小 川 氏 邸 ( 阪念 ・棲井谷)

. .  10 日本室居間東南の一隅 昼 へ

りは 支那製 ペ y ケイ 縞 布 を 使 用 し た

設 計 小 川 安 一 郎 氏
35  v  



都 市 護 展 に 於 け る 交 通 機 関 の 地 位

一 住宅問題の準備的研究として-

和

荒

西

田

木 正

山 卯

ヌ訴と

S L  

巳

此 の 小論 は土地経苦手及住宅 問 題を 研究する銭に、我閣 に於け る 交 ｊ 皿機関の税市童重度に ｾｴ して

持つ怠義を明にした準備的研究である 。

営初の考へではもっと具也的な問題に」、れ、統計等を利用 して充分担f 論の根披を明にしたい

考 へであ ったが紙毅の税合上多( を省略せざる を符=な かった 事 を諒 と せ られ たい 。

1. 都市交逼機閣に於ける我園の特殊性

「大都市」は近代文明枇舎が生み出した 一つの大きな組織慢であり、嘗て地球上に存在し

ＱＺ 事の無かった人間 の生 活 溢境 である。夫は、種々の機能を持つ ＱＺ 諸 ｫ の地域とＮ ラ た等ｾ

相互に結びつげる交通組織 とから、成立つ てゐ る。そして、交通機闘は此宰間的な銭り の

H国k の部分を一つの生活轄として組織立て、共活動を保設する血管である。大都市の蛮展

を異質に理解しゃう t するならば、此の血管としての交通機関を眺めて見る事が必要であ

る。そ して、此鹿に先づ我々は、閉じ〈近代都市でありながら、我闘の大都市と猷米諸外

国の大都市との聞に大きな 差異のあ る事を護見する。

大都市を箪なる行政区割による地域主考へするに. 一憶として社合的生活を営む有機的な

組織慣として. 従って郊外住宅地其他の都市を取各〈補助的な部分をも含めて大都市を考

察するならば. 都市の交通機関は、現在主として街路軌道( 路面電車〉・高速度鎖道( 都心並

びに郊外電銭) ・及自動車( パス並= タクシー) より成立ってゐる。併乍、之等はどの都市に

於ても 一様に同じ意義を都市交通機関として持って居るのではない。先つ' 我 k は次の表を

注意して見 ょう 。

列 国 の 自 動 車 ( 1 9 3 2)  

凶 名 事邑 重立 乗 用 車 荷 積 用 車 人口 1;<<:; に付

日 本 ｬ ∞， ＲＲＱｾ＠ 64，282茎 ＳＵ ， ＹＳＹｾ 在 15.1 

ア メ リカ 24，3 17，020 21 ，090，726  3，226，294 1，959. 9 

フ ラ ン ス 1，689，405 1，251 ，538 437，867 403. 8 

イ ギ リ ス X 1，404，618 1，052，125 352，493  305.1  

カ ナ ダ 1，197，188 1，025，124  172，064 1，153.7 

v  36  



ド イ ツ

イ ♂ リ ヤ

649，695 

317，796 

497，275 

236，553 

152，420 

81，243 

58.2  

76，4  

此人口 一高人営り自動車数は関民全儒に封する比率であって、大都市に於げる自動車の

容を表は しては居な いりれ ど、 狛之 に依て明なる 如1 < 、自動車交通は我問に 於ては著し〈

未張遠の j伏態にある。そして此事より 類推 される事は、大都市に於ける我々 の生活に於て

も諸外国 lこ較ぺて 自動車の交通機闘 として の利用 が数段4 れてゐる Tごらう t 云ふ事である

我閣に自動車交通が利用され出したのは極〈最近の事でめか郊外は勿論者' 11心に於ても

自動車交通に充分なる 道 路きへもが 完備 されてゐない欣態である。 犬 は叉向到 ｾｗ ｉ 業の来

事妻主主にも 其現れ を持ってゐる。此等線、ては多〈の彼我の業異を形作ってゐるが 、向動車肱

行の困難 Ｍ 施設の献臨‘道路の持つ ｊ 社合的意義の著し い ｾ ｖｾ 奥等、線、て自動車交通米殻遠の

ー側面である。併乍. 此の事貰は、単に「遮 れてゐる 」 とか「未設建」 であるとか云ふ Tご

りでは E し〈な L、。此事賓自身がーの我闘 に於げる都市交通の特殊' 性をも物語 ってゐるの

である。

同じく近代的な 大都市 として 活動を維持ーして行 くた めには. 日本の大都市は全然異つに

都市的機遣を梓っか、或は何等か の代償を此の自動車交通の未設主主に針して持っ てゐな り

ればならなし、 。しか るに我闘の大都市も肱米の夫も 何等本質的な業異を持っ て居ない。 き

れば此代償は何か ? これこ そ現在我閣 に於い て異常 に焚達してゐる 災遺企業としての郊外

電鍛に求めらるべきものなのである。即. 我闘に於いては 、道路の不備 ・自(tJ J車 工業の未

程遠・更 に我聞の一般的文化水準にも 依存し て、 自動車は都市 に於げる 主要な る交通機胡

としてではなしに補助的機時! として利用されて 居る燃態であっ て、 都市の交通機能の主要

なる 負挽者 とは なってゐ ない 。最近次第 に白羽車交通が張主主 しつ 〉あるとは云へ 、共大部

分は都心に於げる路商電車の補助的手段 として のパ ス及 タクシ{ として、 或は郊外電鎖の

支線としての定広間蓮織 をなすパス、 及び貨物運輸であって、然も 夫等の大部分は営利運

輸企業の下に設建 してゐる 。即. 我閣 では 一般に自働率はノ〈ス形態以外に於 ては高級交通

機閥であり、一般市民の利用範閣に置かれてゐ ない。

之等の事から幸'1. 論される事は 、都 市 に於て最重大な役割を持っ てゐる交通機関が少数の

電錬企業及乗合自働J f i : 経営者の手に委ねられ 、市民の J止が少数の営利交通企業 によ って摘

出 されてゐると 云ふ事賓である o Jl t 傾向は都心と都市近郊との交通に於て更に甚fごし〈 夫

等交通網の大部分 i工高速度郊外鋪道及郊外パス経鐙によって保1: れて ゐる。即 . 交通企業

による 交通網の摘占 が完成 されてゐる 3

東京に於げる 山手綿・中央線・其他の電車匹間省線 . ｾ成東 ・京成・東武 ・王子西武京王 ・小

田急帝都・東横・目 :ilff ・池上等の諸電餓及諸パス 経営 、大阪に於げ る省、線電車院聞及阪仲間

道・ 阪利1 阪急: ・新京阪・京阪・大1!.h. 阪和 ・大餓・| 波堺・南海の諸電餓及之等の校: ) wーをなしてゐ

るパス及卒行的に 走ってゐ る少数の自般車荷物運輸経営等、は此の役 目を? 婚つ てゐるもの
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如何に郊外電車が者i 市 的交必手 段と して片] ひ られて

い ゐるか

である 。

労働者主主 の ドl 料 判 官{ を 見 ょ、 とれ か I収一 つの枚 の々

ｽｪｉ ｪ 有 ｌ ｾ Ｚ ｊ る 原始的 交 苅機 で ある

そして、之等音g心から放射燃に /-!- '， て居る 交通機関は 、一般の鍬道とはちがって大部分が

電 化され 種革ｾ聞が短縮 されて ゐるから 、 夫等は現在に於ては 完 全に都市 安 通機闘と し て

の役目を占有してゐるので ある。 ( 単に遊覧籾光を' 目的とせる諸電i談合f止が経営困難にな

って ゐると 云ふ事官及長近電鍛合祉が競っ て什1宅地経営 に進 出しつ〉あると 云 ふ事は此裏

聞を物語っ てゐる)

以上の諾鮎から 芸大の事が明になる。即 、我園の者1¥市稜展の諸問題を探求 しゃ うとするな

いL 都市- の重大なーの機能を 早握してしまっ て居る之さ存交通諸企業の本質主夫等の都 市

褒 展に及ぼす大 きな影 響 を知 ら十に 進む事は /:1'，来な し、。そして 、之は我園に於け る都市環

展の一つの特殊性でもあるのである。

2  土地経営と交通機関の閤係

上詑の概念 t 共に我々は更に次のことに注意すべきである。即ち之はこ〉に示せる命題

の到1解であ る。土地経営 とは地偵の値上 りによ って生す・る 利主主佐取得 するに めになされる

土地質買の投機であゥて、夫は値上りの生じ得る土地{ f l象怨しなげればならぬ。然るに地

債は 一般 に其地代を利 子 として 生する 資本 として評領されE 存在する放に 、地僚は地代に

其根底を置いてゐる。本 小 論 に於いては地代に就て のｾ問的な 研究 は省略 するも、 市街 地

並に一般に大都市近傍に於ける こ1: : 地( 資格の高低を規定するも のは、一般的に云って其土地

の社合的償値である。其社合的債値が地代に依って卒 ￭ｾＡ Ｎ ｪ さ れる時に土地 の 需要も亦平均さ

れる が故に 、一定の限界内に於いては 、地主は其貼まで地代を 、従て叉地聞を、上昇せ し

める 事が 出来るのである。

v  3 8  

然るに都市に於げる土地の枇合的償値は其決定的要素として地居其他の性質的f条件以外

に、 都市的f賃値即足時い意味で の交通 lご劃する位置を? その土地は持ってゐる 。交通が不便で

あれば夫 ｲｾ Ｇ げ土地 の償値は低 下する ｯ 位置が恕〈 とも夫金打 消すやうな 交 通 に ｾ ｊ する充分

な手段があれば 夫 ｲ ｾ Ｇ け土地は憤値を持つ ､ そして 、 此の交通に封する位置は、土地経営が

一般に行はれる 位宅地に於ては、 土地の都心への近接性によ って示 される c 然るに 一方此



第 1 園 都 市 の 集 中 的 後伎 に 於 け る 地1貨のトーー究ー

都 心部の j 也債 の上昇が大 腿 人U のJI1加lに相 絡するも

のである事は大 ざっばに 知 られ て 居 る

3正事1・Z之さ事 の池 偵 の 多 くiユrwr似」された地

債 であ るか ら、意 識無: Q: 識に その 許 l貨が者E

rli の量産 l起に闘聯づけら れ て 居 る 礁 は 考へ ら

れ る。 之に反しておj¥市):l iJ J !&: ' . {Iの地 目!lは 一 定

の以界を( 第 21副参J ! ( りを持っ て居る Jfr から

税市の主主i長が地債の 上昇・ として あ らわ れ ず

に都市の前抗的なひろ が りの膨脹と してあ

らわ れ るのであ る。即 地 [1' ( のあ る一 定 の山

が段 々 と周倒部に誕生行し て行 〈形 とな って

表はさ れる 。

-
司
-

4

川

島

l

ーー・

第 2 園 都市 の後 i長と地似の上昇

何lに於 いて性質的に 示 されて居るやうに

都 心部の 11fJ 業地 1:1: 都rh に於ャてかへ難い

場 所 であ っ て前述の如I ( 都市の滋阪に 悠

じて段 々と地位1を 卜芥せしめ る。 しかる

に{上宅地に於てはある純度ま で は上昇・す

るが夫以上 の 上昇 l立夫 にかわる べき 他 の

住宅地の宝章炭によってたへず年 ￭ｬｾｊ される

惑に よっ て行 はれ 得な v 。此 の 事 は一般

に土地経替の性質を| 相 l則するもの で、 住

宅地 曾 枇 が ヰ ｉｊ 盆を ｾｾ ，る部分が始 めら ｉｈｊ の

わづかの念な傾斜をした部分 であ る事、

総っ て住宅地経苦手 は次 か ら次へとまT r らし

い; rA f J ' 地を oi J 拓する事に よっ てのみ ζ の

会Ｚ な 傾 斜の 値 上りを ， Ｇ ｩ め ｾｻ Ｑ ，る ｚ 与 を示すの

であって 、此 の 結 果位宅 地合枇 の 土 地 投

機 が都市の外延自守護 皮 の 狐力な誘凶とな

って居る。

毎度:

支通貨

当ｾ ) む 主' Hト

第 3 圃 交 油 機閣の敷設と- r.地 賞 展 の 可 能 性の限 界 下 | 判は交油機闘の敷設 に よって生じるゴー池の都心 へ

の近接性の 上昇 と 夫 に1;]- す る都心よ り土 地 へ の 交iffi i ! i とである 。 オ 地 の 都 心への 近接性 11 住 宅 地 地 代 ( し

たがって地例〉を 決 定 す る 大 き な 凶 子で あ っ て 、 此 の上昇はたちまち地債の上昇を 引 きお こす。だが之に

相 設 す る 凶 子 とし て交逝 裂が入 って 来 る。 上 聞 は 爾 者を 考府、に 入 れ た 時の土地 宮重度の限界を示し たもので

精 子 自 の 部 分が 住宅地と して 渡 良 し得 る徐裕〈従 っ て地 代上昇の 可 能部 分〉 をあら わ し て 居 る。地代 によ っ

てせず に地慣によってなす住宅 地の 土地 袋 鱒 は か A る部分 に於 い て な さ れ ね ば な らぬ。
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土地の傾値の高低は叉 、都市及其近傍に於ては 、共土地の者11市程度ーに劃する千輿の可能性

の高f止を示して居る。或は反割に 、都市のす芝艇 に閥興する事が可能なる l侍にのみ 、始めて

地悦の上昇は富質的な上昇ーを地主 に粛す のであ るo fごか ら. 都市の溌1Mと、土地の都市的

似値の上昇 ( 即都心へ の近接| 生の精力11) は其聞 に入込むで来る土地投機と共に符接なる闘

聯 に置かれてゐる。然るに 、都心 より放射JU，に敷設されに交通機闘は挺も告¥q 土地の者11心

への近接 |生を増加させる。( 第 i 闘一第 3 岡) 此庭から次の事が導かれる。

土地投機は交通企業と密接な闘l併があり 、雨者が合致しに時夫は続々確賓な投機となる

率一一 或限界内に於ては . f t 利f与を土地投機によって得るか、交通費によって得るか、 或

は両者によって得るか. 何 れにもせよ碓質な投機となる事一一ーが1+1，* る主云ふ事である。

少〈共、交通企業はその開設によって生十る地似の上昇の粛す利径の分前金何等かの )1予で

あづかる権利j ぞ持って居る。否、共見透しが無ければ交通企業と云ふものは成立 し得 ない

場合すらある。然る に、交通企業とは道路 - 鍛遁・軌道 パス其他を 手段 とする 営利企業

を指すのであるが、之等の内で道路は我閣に於ては現在政府及地方自治慌によって開設さ

れ不完全ながら受主主者負婚制によって共代前を得て居る。然も、既に述べ fこ如き我闘交通

の特殊性によって ( 即、自l効率交通の未夜達に よって) 夫慌の重要性を 企業としては持ち

得なし、 o fごが自動車交通の殻達しに外聞に於ては. 道路の開設がより大きな意義 を持って

居る事が充分推察 される 。此貼. コ ルヒユジエが「口堅ヴオアザン計 i iU に述ペて居る自

動車道路建設の空想話は興味がある。

然らば、斯る土地投機 と道路開設との結合 に劃して 、我閣に於ては叙上の特殊性が如何

に現れて来るか t 言へば 、即. 道路建設舎祉ではな〈して電餓舎l吐が此彪に登場する o ｦｾＧ＠

が土地経営と電餓舎『止との闘係は道路舎j祉の虫n < 皐純ではない。共最も特異 な貼を奉るな

らば 、電鍍含l祉によって経告される土地の利用は共交通機闘の利用によって初めて意義つ

りられる所から、之等の交通企業に於ては翠に土地の値上りによって利経営得 るばか りか

沿械に住民を楠る事 によって不断の交通機関の利用者を'檎加 させる事によって、そして或

場合には叉電燈電力、更に商品等の之等沿線住民に ｾ ￌ する供給より生する牧益 に よってＮ

より確賓と ｩ こ利主主を翠る ｾ ｽＱ が出来る事である。か〈して交通企業は、箪なる土地投機よりも

遁に也娘一的B 永久的な方法に依て利主主主? 併せ得ながら 、都市の強j民に捧j してより 強力な影

響力主支配力とを持ってゐる事が l閃にされる。

其li < して土地経営が電鍛舎iid: にとって交通費によってでも或は地問に依てでも. 何れに

もせよ 重要なる. l J X 採方法である事 、そして之等の企業の何れに主主軸を置〈か によって 左右

される都市稜展の偶然的性質 一一之等総ては都市の設阪が土地投機全通じても 、如何に交

担企業と草子J接な関係tこめるかを明 にして ゐる。

3.  都市 の設展と交通企業
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然乍ら、郊外電織が営初土地問穫の手段としてではなくて都市と他の悩要地・物産中心

地名所欝蹟・遊覧地等の連絡機闘として 成立 し1: 事 一都市の習を J_ K の要求が住民の都心

外への逃避を? 必要としなかっ f: 時 、直廷に郊外電餓 が完成されて居 f: 場合が我問 に於ては支

配的であっ f: 例へ! . 1 大阪市に於ては| 波和電織を除〈外線、ては大| 仮I li が都心より の住居の

都市郊外への移動を起しはじ めに大 iE10年頃よ りもすっと以前に、即明治末期から大正初

期にかげで開通して居る。東京に於ては之に反して土地投機と電鍛敷設が卒行してゐる場

合 〔例へば池上・目 :i'!ff等の諸電銭〉が桐嘗めるりれど猶之を以て土地投 機と 電銭企業との

結合が我閣の支配的形態であ る と云ふ事は出来な い。却 って、一般に我問に於ては . 殊 に

大阪市に於ては、我闘の馬史的手童保の諸僚件に制約されて、郊外電餓の敷設が都市の郊外

への発展の僚件 よ りも時間的 に先行しにと考へられる 。大4波市 に於ては . 日露戦争後園土

の資本主義的整備は先づ主要なる都市と都市との連絡及都市内部の交通機酬の開設を必要

とした時. 郊外電識は 此t条件の下に生れにのであれ斯〈して都市の発民段階 と電織資本

のより急: 速なる発展とが作り出しに聞きをぱ、ーの日本の都市発展の特殊性として植えつ

りた。其結洪郊外電畿は土地投機とl j 5 . 行して行はれる 可能性を持って居 なかっ fこ() 1こめに

篭畿は その敷設 によって生十る都心への近接性の向上を利用する事が殆んど出来なかっ7こ

と同時に. 之を土削減の上昇 によってせす・ iこ交通費によって牧奪する 方法を取らざるを得な

かった 。此事は大 11 初期の電鍛治棋の地慣を見ても明である そして夫は後に至るまで悉

意的土地役償金抑制する 一つの抵抗ともなって 居?こ コ然るに大都市稜展に劃する住民の郊

外地への逃挫の客観的僚件の形成は多 〈の土地経営 土地舎枇・区制整理念進行せしめに

と同時に 電錨舎J仕の住宅経営を可能且必要 としに 。

大疋 7 - 8 年の好景気以来此傾向 は次第に顕著 となって来1: 。者II"di 人口 の集中・文化経

済上の溌展による 枇合的水準の上昇 ・資本の集中化と上唐使用 人のi故橋 - 都市中心地区の

商業街としての改造と夫による住居民の温ひ出し- 及者15心交通機酬の充賓は、都心の刺草野

人口の衛生保安的篠 i牛の低下に伴って 、人口 の大部分の都心より の逃挫を、そ して 一部分

の郊外地への逃避を、可能E 必然とした。 しかもこの時之を拍車づり保件づり るも のが郊

外電銭の存在であっ fこのであ る。そしてまさ lこ郊 外電識の事業の稜援も亦之と封舷 してゐ

る。電鍛のスピ ード ・アップ 、護車問隔の短縮は次第に現貰的な問題とな り、叉、 沼紛q禍

強の重心は温泉地 ・遊園地の施設 から住宅地の|羽設へ . そして単なる電燈電力の供給から

沿線住民の生活必需品共他あら ゆ る商品の供給 ( 百貨応経営 ) へと 、電織舎枇其物の事業

も膨脹して行つ t: 。夫 は交通企業の都市近郊の完全な自己の勢力下への分剖制磁の過佳を

示してゐる 。其Ij ( して都一市の瑳展 に大きな闘係全持ってゐる 1:1' 宅地経営が所々に勃興す る

と同時に土地経営は電 獄舎枇の ーの重要な仕事となりつつあつに そして、事賓電銭舎祉

は自己の交通機関を持って居ると 云ふ事のため に単なる土地合祉よ りも数等 よい後件を自

ら作り川す能 ｪｊｾ 持って居＿こ。
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第 4 圃 氾俄合軍土の建設後の地f1'( 上昇 いづ れ も都心 への近接性の上昇・を問題としたものである 。

A:  新設停車場に よっ て生ずる近接性の上昇( ハッチの 部分〕を土地ま宣告? に刺 j 目す る場合であって我闘 に於

ける 上地投機と 火油企業と の一 つの接燭貼である「新 伊丹 J は此の例である。

B:  ＺｾＺ行停車場の新設によってたかめられ た近接性 ｆ 利用 。「香 里 ｊ の経営はと の ｊ ｊｬｬＮ視である。

C .&. D:  金線スピ ード アツ 7 ・&後I l I / i l j 附短縮であ って此 の場合 11 沿 線 全 般にわた る近接性の主役大 であって

沿線開後のテム ポの上昇ーのため に用 ひ られる。 地償上昇 の策としては周ひら れ に〈 ぃ。

斯 〈して電鍛は土地経営 に進出 し著 k 共効果をあげ出 しに。 最近の インフレ ーシ ヨンに

よる資金換物熱に刺戟 されて 一部の居に生じた住宅の需要 に舷へる如〈 表 れ1: 電織合社及

共傍系土地経俸が夫である。 11M< 所に操れば最近少数の住宅付敷地 ( 住宅地問穫を早 める

ための) と共に貴り出されに阪急: の新伊丹住宅地は旬日を州す・して始んど全部を貞りつ〈

してしまっ fこと云ふ紋態であ る。

併乍ら、あらゆる方法の巧妙にもか〉わらす・か〉る企業には線、て限界があ る。経情欲態

が発展を可能として居る聞は夫は成功するであらう。止t結、此 2- 3 年は有利な! I f ¥態 にめ

ると云ふ事が出来る Tごらう o Ｑｾ が併し 夫 が永久的 なもの と 云へないのは嘗然である。

更 に今一つ住宅地経営に就 て重要な事は、住宅地の地位の上昇には限界がある事. 従て

経営を＿っＭＺＺＺｾ て行＼ｾに は絶えざる新 しい 開 拓を必 要 とする 事である。事賞 、土地 曾祉の

多 〈は資出し? こ土地の 3 分之 l 程. を必十資残りとして議期せねばならぬ。此費残り の土地

は持って居ても夫以上のf血} : りを生じな し、。 経傍を組り て行〈 震には之を抵嘗 に資金射性

て更に別 の了1: 地を更に大規模 に経鋳せねばならぬ 。斯〈して 資本主義的土地経併は商品生

産 と閉じ〈無制限に自己{ t >蛾爆再生産すベ〈強制 される 。夫は絶え 十生存して行〈震に 二1:

地主? 開張せねばならぬ a ところが都市人口の土地に射する要求は好景気の時でも此次から

失へ と寅出される土地の供給量に遁ひっ く事の出来ない のは 自明 の事でめ るo 此事賓が土

地経営に於ける供給過 多を . 不況をそして敏産を 惹起する事は営然であ る。そ して之は叉

飴り lこも屡 k 行はれる事貨である o 土地経営は斯〈してヨたから次へと経営者を更へつ〉者11
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市殺展の先邸宅金なしてゐる JUi るAA態が土地合制: の電餓

舎 利Ｚ による援助を 可能に しＮ 交通企業の土 地経符巡 ｉ｜Ｇ ， ｾ

誘致 する 僚 ｬ 牛 をｊｬｬＺ 彪 に於ても作り ｾ｜Ｇ， して居る。

斯〈して土地経侍と 交通企業とは者[1mの . 全開として

は無計詩的なＮ外延的環 Ｉｪｾ の 基礎自＿形 作 る。夫は事質強

力な形でー我間都 IHの面貌を急: 辿 に控じつ〉あるので あ る

4. 都市守展の基本的推進力

以 t にょっ我 k は都市の張展と土地投機・交通企業主

第 5 圏

の閥係を明にし ＱＺ 。然らば現質に於て都市は如何に 稜 Ｉ ｒ しつ ｌ ある か 。仰 ｉｊｾ 大 阪 市にとっ

て簡患な考察をカ11へて見るならば現存大都市は高速皮電 餓の存本の憐件の下に ノドば衛J唱者11

市的に '1三ぱ集中型に溌民 しつつある と云ひ得る。者11市が次第 k k にその問問: ' ¥1¥を同化 して

商積的被りを漸次延長 して行〈集中的設展は都市 の周閣部に於て見られる所であり 、大 阪

市に於ては工業地の西北・東北- 東 ・西南への殻展として、住宅地の北及南への稜展 とし

て特徴づけら れる 。そして此庇に於ても郊外電鍛の存存ーを無覗する事は HI 来ぬo 例へば直

剰整理にしても郊外電鍛の沿線にては行はれやすい事を考へれば明であって事賞上都市の

交通線に沿った Ｒ Ｑ 手 主 ｾ韓 民 ー となって表れてゐる。 Ｈ 第 Ｕ 凶 Ｉ ＱＺＮＧ が者 Ｑ［ 市 の 衛星的瑳展に於て

は完全に電鍍合j祉の影柳 下にある 之等の性居地の{j τ民は者11市の上層階級及夫に劃する施設

人員 のみ にすぎない のであ って、大都市の大多数ぞ ，'i める工業勢働者述 は1負強 〈彼等の仕

事場 に結 付りられ 、郊 外地 居住の徐裕 を持って居な い。 勿論電鱗含l祉の利得しゃうとする

範囲に於ては之で充分で ある。 そして此庭 lこ電鍛伶祉に年掘 されてゐる都市の衛星的稜 展

の限界があ る。之は 、中心都市を単なる働事場所として形成し、夫から充分な距敵 をおい

て郊 外地に住居者!l 市を衛星的に配置 しゃ うとする衛星都市並、地方計望書的 、ノj 、都市分散的

衛星都市とは遣に遠い ものである事云ふま でもない。

我 k は以上 lこ於て都市の設展に如何に 土地投機 t 交通企業とが運命的な支配力を持って

居るかを明にし＿こ ω 夫は殆ど都市計繋のあらゆる遂行を、千百の委昌舎の立案を ＱＡ｜ｾ ｩｩＡ見し て、

都市の姿を現賓的に更えつ〉 ある o 中 にも 交通企業は少数の濁1' ; されに企業に よって都市

郊 外を各々自己の 扇形部分 に分割 し、 f 討; ※) 全 〈共部分 の開蛮如l 阿佐 自己の勢力下に駆 使

し都市の外延的稜展に 強力な 影響力 と支配力とを持ってゐろ 。

lli 最近の 剖査 ｯ 好都昔 ｼ 課 〕 で は大 阪 に 於ける主ｊｴＪＧＡ｜ＺｲＮ ｾοｏｏ ｦ，以上 の Ｑｦ ｍ ｽ 者を有す るも の 〉 の Ｑｦ ｍ 事者の

がJ } イが郊外居住者であって夫伶の分布が阪 念; 35 % 阪市¥112 % 行総i I 可成級 11 % 大軌 1 1 %南海 10 % Jd:並 3 ヌ6

ｾ京 阪 Ｒ Ｅ 阪和 Ｑ Ｅ 片 町線 Ｐ Ｎ ＹＥ 閥 商品展 Ｐ ＮＸＥ となって ゐ る取 を守ｪＨ じて ゐ る

都市計重要 - 街 m.a'-] 住宅地建設の問題は既に如何に 百十罫 すべきかの問題ではな〈て、夫を

如 何に賓現 すべ きかの問題に我 々は営商して ゐる。夫はブルノ ・タ ウ ト氏( 改i I l
4 月枕 ) カ

Z

指 示 する やうに j 計聾委員手? を「よき」都市5一|喪家で繋備する J 事ではな 〈して . 夫 を 推

進せしめる本質的 な力を捉へ る事が より念務であ る。 本小論が建築家並に社合人の此プJ 商

の関心を喚起 し. 交通企業の我問者[1市登展 に酎して如 何に闘興 する 事大であ るかを示すに

役立つ にならば 、筆者連の志は充分注せられにのである。
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上 イミ 住

ｾ色

ゴじ 建 築 雑 考

一一蔦 葉 集 を 譲 み て-

葛 野 壮 一 郎

高葉集二十巻、四千五百首の 長 短歌のなか 〉ら 建築殊 に 皇宮 ＧＭＱｾＧ の住居を 主 材としにも の

そ扮ひ出して鑑賞してみる。やかましく研究などと言ふ程のもので無い事は勿論である。

各の鷲、額回王( ヌカタノオホキミ) の歌。

秋の野の美草( ミクサ) ヌlj り羽き宿れりし 兎道 ( ウヂ) の者:11の依脱 〔カリ ホ) し思

lまゆ。

額田三Fーは女王であって 天智天皇の JT止を受けられた女性で あるo 此歌は多分天皇に随作し

て政行せられ 1: 時の紫しか りし思1:1-1ぞ歌 はれ 1: ものであらう 。美草ヨIJ り茸 きとあるから 玲.

葺の一時的な簡箪なものであらう。天皇の行幸にも斯うした仮屋が用ゐられたものと見え

る。

誰れで も知って居る小倉百人一首の天智天皇の歌

秋の回のイ問点のいlまのとまをあらみ 、吾が衣手は露にぬれつ L 。

にみて も、 夜露が決るような簡単な構造であった事が思はれる 。

仮院に闘して同じ〈巻の登 、中皇命 ( ナカチヒ メミ コノミコト ) 紀伊の温泉に往きませ

る時の御歌。

己が兄子 (セ コ) は仮版作らす1f i な れま、小松が下の草 をリIJ らさね。

紀伊の温泉は今の湯崎の温泉であらう 。族行中の宿に仮屋が作られたのである。 夫君同

道で夫君カ ;1阪原建設につとめて 居ら れるのを見てよまれた女性のやさし さが表はれて居る

営時の放行の不便きが思はれる。

同じ〈谷の萱 . 柿本人府が近江の荒者11 を? 過ぐ時詠め る長歌。

… 一( 上田告) 、天皇( スメロギ) の紳の傘の . 大宮は こ〉と聞けども. 大殿はこ〉とい

へども、 目立つ春日 か霧 ( キ) れる . 夏車が繁〈成りぬる、も〉しきの大宮どころ、

見 れば悲しも。

人腔に就てはよく分らないが大関持統天皇時代の人といはれて居る。近江の荒都といふ

のは天智天皇の滋 賀 宮 で あ れ 天智天皇の崩御から持統天皇の即位即ち朱烏元年 までやっ



と十五年. 近江から再び大和飛鳥 に移られて大 し7こ歳 月をも経て居ら ないので有 るが 、滋

賀の都は既に荒れて跡形もなくなって居? こも の と見える 。共駿. t ，Wに立って歌袈人附が感慨

ｾＡＡｾ量の様子も忍ばれてあは れである 。

同じの各の笠. 藤原宮皆( ミヤツクリ〉に彼( タ〉てる民の詠める歌。藤原宮は持統文

武雨朝の皇居で相営規模の大きなものであっ fこら し し 今現に古代文化研究所の手で稜制

事業が行はれ 、具、:古sII: からの新鷲見が新聞種をつ 〈って居 る。

やすみし し吾が大君、高光る日の皇子、あらたへの藤原が上に 、食園( オスクニ〉を

見し給はむしいは走る近江の閣の、衣手の田上山の、民木さ〈輸の嬬手( ツマデ) を

もののふの 八十 宇治 川に、 玉藻な す浮 ペ流せれ 、共ｾ 取 ると Ａ騒ぐ御民も 、 家忘 れ身も

に ＱｈｾＱ らに、 ｉ ｪｉ島じもの水に浮きゐて 、 吾が遺 る日の御門Ｈミ カ ド 〉に Ｎ 知らぬ園 より

];;: 勢路よ り、 我が閣は常世 にならむ、文負へ る紳E値 ( アヤシキカメ) も、 新代( アラ

グョ) と 泉の川に、 持越せる真木のつ までを 、も >.1こらす筏 に作り 、の1ますら むいそ

は く見れば、紳ながら ならし。

口課す ると

吾が天皇陛下は、藤原の地に天下を統治し給ひ、宮殿をお建てにならうと、話'1
1様のお

心通りにお・考へになると同時に、天地も亦お助け申上て、近11の園の図上山の立仮な

槍の用材を、宇治川に 浮べ流します。共れを陸上げすると騒ぐ人民は 、家を忘れ身も

悉 〈知らすもに水に浮いて居て、( 我等の造る立i民な宮殿には 、知らぬ閣も寄っ て来いと

思ふが、そ のE 勢路から我が岡は常世になる であ らう 、甲に 闘を負ふ 1: 不思議な !I也も、

新らしい世と蹴っ て出て来る ) 、そ の泉のJ ＱＱ に 運び越し＿こＮ￟ｬ ｾ、 木の用材ｾ Ｎ 筏 に 作っ て

上流へ UJ 予せるの であらう 。勤努して居るのを見る し こ れ は紳様のお心であ るらし

L、。

此歌 によると 藤原宮の用材を近江の栗太郡田上山から 水路によって宇治川まで下し. ー

にん陸上げして再び泉の川即 ち今の木津川を筏に組んでさかのぼり運搬 しにも の と観られ

る。御用に諸図か ら徴せら れに役民が 、家をも 身をも打忘れて一生懸命 に、 皇居造営 に奉

仕し1: 様子が如貰に歌はれて居る。此歌は題詞によると役民が詠ん1:.' 歌とあるが、其調子

の立誠に整って居るところから、やっぱり人間あ?こり が役民にかはって詠ん?ごのであらう

と想像せられて居 る。

同じ〈傘の室長で上の役民の歌の弐に、藤原宮の御井の歌といふのがある。

やすみしし 吾が大君 Ｎ 高 ｊｾ ｻ ちす日の 皇子、あら たへ の 藤 井が原に Ｎ 大 御門始 め給 ひて ｰ

埴安の堤の上に、在り立? こし見し給へば、倭の青香具山は、日の経( タテ) の大御門

に、 春山 と繁( シミ) さぴ立てり。畝火のこの瑞山は、日 の枠( ヨ コ〉の大御門に、
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瑞山 t 山さぴ坐す、耳高の青菅山は‘ 背面 ( ソトモ) の大御門に、宜しなべ紳さぴ立

てり。名ぐはし吉野 の 山 は 、 影商ｾ ( カゲ トモ) の大御門ゆ 、雲居にぞ遠〈ありげる 。

高知る や日の御影の 、7.1<こ そは常 にあらめ 、御井の清水。

御井とあるのは即ち宮城の用水で、堀井戸の様なものでは無〈、埴安の池の一部営仕切

って用7 } ( e せられにものかと言はれて居る。

歌の意t ' 口聾 すると

吾が天皇陛下は. 藤井が原に大宮をお始めになって、埴安の池の堤の上に、 お立ち に

なって御覧になるし天の香具山は東方の御門に蛍札春の山と木立が繁〈森 k とし

て立って居 る。畝火の瑞 k しい山は 、西方の御門に瑞山と 、山 の威徳を備へて立って

居る。耳高の山菅の青い山は、北方の御門に宜しくも紳 k し〈立って居る。名のよい

吉野の山は 、南方の御門から 、天の一方 iこ遠〈そびえて居る。此立沃な宮殿の7.k こそ

は永久にあるであらう、止t御弁の清水は。

日の経 ( タテ〕は東方. 日の緋( ヨコ) は西方. 背商( ソトモ) は北方 . 影商 ( カゲト

モ) は南方で東の天の香具山 、西に畝傍山、北に耳:梨山をひか八、南方遁かに吉野山を望

む藤原京の地形の立i民な黙を歌って居る o 此歌も作者は分らないが . 多分相官な人の手腕

になっ? こものと考へられる。

傘の震は相聞歌即ち轡愛贈答の歌であるが、三方沙摘( ミカタノサミ) が其愛人間臣生

羽( ソノノオミイクハ〉の女に贈っ? こ歌。

楠の陸ふむ道の八ちま? こに、物を? ぞ思ふ妹( イモ) に逢すで。

是れは卒城京時代の歌で. 八ちま fこと言ふのは奈良の都の四通八達の街路の様子である。

都の賑はしし 、街路に逢はぎる愛人の上を思ひながらさまよって居ると詠ん にので、首時街

路樹として橘が植って居fこらしい。

街路樹に闘 しては翁の三門部王の歌に

東の市のうゑ木の木垂るまで. 建はす・久しみうベ槽ひにりり。

t あって此歌では樹種を何とも言って居らない。兎 lこ角街路しは並木があったものであ

らふ。営時奈良の都には東西に市があったので有る。

同じ〈各の二 、日 並( ヒナミシ〉皇子即ち天武天皇の皇子の箆去に首っ て、 共宮殿に奉

仕せる合人( トネリ〉 等の悲 しみ詠んr:: 歌には、同 皇子の居住せられた島の宮の面影が忍

ばれるものが有 る。

二十三首の内か ら

島の官勾( マガ リ〉の池の放ち鳥 、荒ぴな行き そ君まさ 十とも。

勾の池とはど んな池か. 多分勾玉の犠な形を して居 r:池ででもあらう p 兎に 角お庭先 に
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は大きな泉水があり、そこに 7K禽類が放ち飼がしてあっ? こ事が知られ る。

御立Tこしし島を見る時にはたづみ . 流るる涙とめぞかねつる。

島 とあるのは池の中の島ととも に庭全積金指す林糸の意味で . 此歌によっても可なり立

祇なお庭があっTこ事が思はれる。

東の瀧の御門に侍( サモラ) へど、咋日も今日も召す事もなし。

東方の御門を瀧の御門と 言っ て、門のほとりに 激 ししつk流がめつにと見へる。 元来御門

( ミカド) は門戸の義であるが . 共れが持じて宮殿を「みかど」と言ひ更ら に其宮殿の主を

も「みかど」と申上る械になったのである。

同じ〈各の抗、柿本人間が共妻の死を悲しみ詠める歌。

… ・・( 上回昔〉 、吾妹子( ワギモコ〉が形見に置りる . 若兇の乞ひ泣く毎に 、取輿ふ物し

無げれば . 男じもの脱扶( ワキハサミ) 持ち. 吾妹子と二人吾が寝し、枕づく妻屋の

内に、j I } : はもうらさぴ暮し、夜はも息づき明し、数りどもせむ術しらに 、栂ふれど色

逢ふ よしを無し、…・・・云 - ' <0

妻君を＿死なして遺児ｾ抱え途方に 〈れて 居る様子がよ〈表はされ て居る。 妻屋とし、ふの

は寝室である。家の奥まつに小いきな部屋である。人腔は身分の低かった人fごと 言ふから

其佐屋 もさ h やかな物であったらうと思はれる。

建物の妻にある部屋であるから菱屋 であり、妻といふ陪呼も此妻屋から起って居るので

はなからうか、建物の梁聞を 「ツマ」と言ふのは桂の聞のつ Y まつに事を意味する のでは

ないかと考へるが如何であらう。

妻屋に闘しではな ほ上の長歌の次に短歌がある。

家に来て妻屋を見れば玉床の . 外に向ひげり 妹が木枕。

此歌は作者は分らないがやは h安を失った人の歌であらう。 玉床は床の美陣、棄なき空

闇を悲しん?ご歌で ある。木枕とあるから営時婦人は木の枕をして居? こ事が知られる。

各の三、博通法fflli が紀伊閣に往き三穂、の石室( イハヤ 〉 を見て詠める歌三首の一 つ。

はたすすき久米の若子 f ワクコ) が坐しけむ、 三11{ の石室は荒れにけるかも。

三穂の石室は日高郡日御崎の東方とある。此歌の蛍時すでに相賞荒れて居 fこので有る。

久米の若子については誰れ? ごか碓設が無し、。とにかく三徳の石室に営時き うしに体設がめ

ったものらしい。

同じ〈傘の三. 藤原字合 ( クマカ ヒ〉卿 に難波の都を改め造ら しめ給へる時詠める瓢，0

昔こそ難波回会と言はれけめ、今は都と都ぴにげり。

これは字合が自分の主管し? こ浩都事業の成功を喜んで詠 んに歌である。こ〉に言ふ難波
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の宮は聖武天皇が孝徳天皇の長柄の宮を修理さ せられ、天卒16年に都を遼されにものであ

る。昔こそ難波は間合と 言はれにであらうが、今はすっかり都らし〈なったとほめてよろ

こんで居る 。共蛍時の光景が浮んで来る 様な感がある。

各の六 に 難波の新京をｾＮ，こ〉へて

汐ひれば藍謹にさわヤ あし鶴の. 妻よぷ聾は宮も とY ろに。

と有る コ蛍時海溢には鶴が津山居 し 宮は海に近〈て汐干の折には妻呼びかわして鳴き

わたる鶴群が宮を? と Y ろかしにと 言ふので有る。

同じ〈各の三、小野老 ( オユ〉が奈良の都を詠める歌。

めを によし奈良の都は I央〈 花 の. 匂ふが如〈 今盛 りなり。

是れは有名な誰れでも知って居る歌である c 奈良の都の全盛がよ〈表はされて居る。

同じ〈各の 三 、山溢 赤 人が 藤原家の 山池ｾ詠んＮ，ｾ歌。

昔見 し古寺 堤 は年深み、 y也の消1 こ水草生ひ iこけり つ

赤 人は人 間と 並 ぴ稿せられる和歌の達人である。藤原氏の邸宅の林泉を見て詠んＮ，ｾ歌で

昔見しとあ るから出来上つに時 と現献 とを比較して 、池の水際な どに水草が生ひしげつて

落ちつ いて居 る様子力: 詠ま れて居る 。

閉じ〈各の三 、やはり林泉を詠ん に歌に大伴旋人 のがある 。

抹 として 二人作りし吾が山積( シマ〉は 、木高 〈繁〈成りにげるかも。

此れは放 人が大宰問l の任を終って奈良の都に蹄つての歌であ る。放人も歌の上手である

が、任地で妻 を失ひ其悲を? 抱いて 奈良の奮邸 1: 蹄 払底闘を? なが めて無き人への想を新ら

し〈して居るあはれなる 歌である。

以上やっ と三の傘 までで所定の紙数は輩 きに。拾ひあぐ可き歌、相嘗 iこ興味あるものも

此後に多数ある見込である 。何れ機舎を? 得て槙楕として補ひTこいと思ふ 。( 了)
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住 宅 の 居 室 乞 間 接 の室乞の比較

大林組理事 校 本 イ義 入

在来の和風構への住宅では共建物の坪数丈けの品数が敷込んである家は、共間取に 於 い

て良〈纏つ t: 家fごと 言はれて居る。

例へば和風構への延60坪の家fごと すれば60帖の投が敷げ . 之と逆iこ60qJ 占の挫7肢を要求す

る場合は

10帖 1 室

8 帖 2 室

6 帖 3 室

4.5帖 2 室

7 帖大膝倭室 1 室

計 60帖

といった数字の如き建物として延60坪 の家fこらしむるといふ様に不文律的に之を定めて

も大しt: 違算がないのである。此の事貨から蹄納すると居室即ち必の部屋以外の玄閥 、廊

下、橡側. 墓所、便所、 浴室とし、った部屋が居室 と同面積を要求することとなる 。

つまり普通の家では吾 k が日? 官直接使用する 部屋の外に之と同面積に近い間接使用の部

屋が必要である E が分るのである。元も間接使月! と 言つでも共の言葉の示すが女nき常に使

用 しないといふ意味ではな〈叉廊下の場合の如きそれ自臨を使用目的とするに非宇部屋 と

部屋との聯絡の意味に於いて間接的であるといふ語義泊りに用ひて の言葉ではな〈和風、

洋風を聞はす・畠を敷〈ベき性質の部屋以外の部屋 を意味してゐるのである。従って此の区

別は重大非重大を分つための匿別ではないのである 。何んとなれば間後使用の範銭に 入れ

られた部屋の なかに は護所や便所、浴室の如き 毎 日使用し然も家にとって欠〈可からぎる

の部屋が入ってゐるからである。

上に述ペ fこ事賞金私が閥係して最近に建てに家の中 から 蕊 に20戸を選ぴ数字的 に臨め て

見 ｔ こが衣の如き表が作成されに。こ〉に選撮されに家は所謂標準型ｾといふ立壌から謎ん

fごため. そ の坪教は 17.8 坪から 168 坪までに限定 しに。

衣頁の表を見ると 20戸の卒家、洋風、 1 階建、 2 階建を通じて総延岸 1，476 坪 5 に劃 し

て所調居室廻り A は 46.5 % ｾ占め ｂ ， C の間接廻り合計が 53. 5% といふ割になって ゐ

るo 4 割 6 分と 5 割 3 分は E 確には半々 ではないけれども概算的に見て半 k となり私の最

初に述ぺ fこ事柄が此の表に於いて詮明された諜である。従っ て私達が家{ f 建 てゃう とする
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とき、叉他人 の家を見るとき 、A111の敷金計算すれば共家の総延坪が立所に算削され ると い

ふ使ｾｉｴ t ' 敬へてゐ て 〈れるのである。

然らば ここ に平均値と して11'，て米 fこ50 . %，づつの制令で N'!': { t 敷き件る部屋と然らざる部

屈を分つのは最善のプランニングであるか否かの事 ｴｲ ｬ Ｚｾ 闘が生すＧる。誰しも家主＿辿てる に

営って殊更不便を希ひ 、不合到、不経済を要求する者はない筈で . 経験 !:q・V識とを絞って

最も経済的 に最も合理的に lt止も住み良い家を建てゃうと欲し之が 11的を質現するにめ に研

究努力を重ねるのである。そして長い閉経験され研究されて出来? こ成果が右に述べ? こ虫nき

概略的なプロポ ー シヨンを保ってゐるとすればf1i .lk に改良さるべき幾多の|問題をなほ将来

に残す こと は認めなりればならないが . 少なくとも現在の生所版式であるかぎり此の制令

は原則 としてE しいと 認めて も大 して来支あるま いと思 ふ。今試み に表 中の 2 と5 の家主?

比較して此の原則 に充て it>( めて見ょう。

即ち 2 の中 O邸 5 の井O邸は共に和風 2 附建てであり只延呼ち J 59 .1:'1' .  J  07 坪と可な

り距1: りを見せではゐるが、居室主主間後使用部屋との割合が誌にし〈異ってゐるのである o

ｾＱＱＰ 庇 ＱＱ はＴＴＮ ＲＥ を居室に ｬ 片められてゐるに劃し 、 チ ＱＧＰ 邸は ＳＶ Ｎ ＲＥ しかない。之は後に

述ぷるべき ょ 下敷の大小に依って此の割合が 控 化すべき項に ｢ｾｾ 、ても好い例となってゐるが

此の雨建物が何れが便利であるや否やは研究の険地もあらうし、ゑj論中O圧1; の方はプロポ

{ シヨンが原則に近い? ごげ延坪に釘しよりよさ僚件の家であらねばならぬ筈だが県して事

tまそうなってゐるや否やを質際をプランに徴して1 i J 1究して見る必要がある。

更に表に於いてみる主n<  i下風と和風では此の害IJ 合は異るのである。例へば表中 1 の武o

111; は延 1G8 坪で 3 7 % の居室に到し 2 の中 O邸は 4 4 % の居室を有してゐる 。之は洋風建

てのはホール共他出下を多〈取るといふ大勢的な 、叉己む難い要求からで 、此の場合一概

に右の原則を趨用して 5 0 % と相l i ' fi 1こる こと遠りれば速い料不合理なプラ ンでめるといふ

ことは断定し雛いのである。こ〉にはま 1:: 作風手n風の各 k 軍調の統計がない故 どの程度の

ヂーを設〈べきかが数字的には確然としないりれど 、之に統計を k れば叉商白い結果を得ら

る〉こ とと思ふ。とにか〈此の表に於いて他の僚件を度外ffi見すれば居出に最大の割合を占

むのは 7 0 % の和 i伝であり最少の 3 0 % の洋室であることは市[ 白い現象 と言はねばならぬ

芸大 lこ延坪の大小 lこ依ってプロポ ー シヨンが相異って来るこ とに なる 、即ち最少の延坪で

ある 17.84 坪の建物が 7 1 % の居室を持ち却には前述のi下和の相異に依って種々の例外を

含みながらも大関の傾向として大なる坪敢に従って( 辿物の延坪数が大〈なる程) 居室廻り

の，1，むる割合が減少するのである。それは家が狭いと極端な例を以って すれば使所でも大

小便で( 向車¥: 於りるが如きもので) 間に合はすとか 、風呂を節約とする とかで 、無〈て

はならぬ部屋のみが存在理由を認めら れ、 全〈官余裕な いギ リギ リのプランが採用さ れるこ
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と〉なる。之に反して 坪 数が大〈なると、浴室を二つも三つも濯ぴ、内玄関 ｲｾ 勝手口 ｦ ごと

いふやうに校津になり便所の如きも幾つもとられるやうになって一面非常に徐裕のある家

であるといひ 得 ると共に、他商非常に控 津 な要求、更に 言 ひ費八れば不経情なる浪費ｾ敢

へてするやうになる。吾 ｫ は持 論 として何時も問来る ＱｾＧｾ 経情的な、出来るにり合理的な、

tt み良 い家を? といふことに 自棋を? 置いてゐる。仮令経済的に許されるとしてもより大〈の

無駄なスベイスを採るといふ事は讃し難し、。 こ〉に 或 る大邸宅の例を見ると居室廻りが30

% とし、 ふ割合で 5 0 % を距る こと蓬rかであ る。これ等の プランに就ても批評を加lへて見? こ

いりれ ど、 紙数を許 されてゐないしままには抽象的 に止むるの外はないが. 之等大きな坪数

の家でも属聞 にユトリが なさ過ぎ ?こり、 寝室が第崩過 ぎにりして、性t J 人主主の夫 k の好み

といひ 僚ア ド パイスす べき 徐 地が未ＱＮＺ ｾを されてゐる 様 に思 ふ。

11，]'之れと相闘i櫛して附加ヘ度いことは、住宅のうちで部屋が如何に数多〈とも家族の使

用する部屋 . 常仁策持よ〈使用する部屋、家族の落付〈場所は l ケ所か 2 ケ所かに自ら 定

って来 る傾向があ る。 各家族無言の行を続りるアパ ート式でない限り一家国撲の場所は大

抵或る部屋 iこ限 られて来るものである。斯様な諜で常 lこ使用すペ部 屋には多少の ユトリと

寛 ぎを? とって最も便利で親しみ良い部屋? こらしむる様仕向りる事も肝要であらう。

本 放 執 筆 者 紹 介
〈五: 十菅順〉

荒 木 正 巳
工謬士 JX祝帝大建築星島科Z巨 大阪府建築課勤務

{); ｬＮ｢ｾ，荘一郎 エ 製ー1: >l I;X帝大建築拳科卒 1 ; & 野建築事務所主

西 山 卯 三
工 娯て1: 東京帝大建築拳科卒 京都帝大大母性[ 淀

晴 山 新 卒 東京高等工業事校建築科卒 大林組 技 ｾｩｬｪ

松 本 俄 八 万 ｃｾ ｩｉ高々［工重革製校 ｚ ｦＭ 大林組理事にして住宅部長

手口 国 ヌ5 1正 ヱｩｊｾゴコ 京都帝大建築拳科卒 大阪府建築課勤 務



蚕所の 紙 上 展

臣白

玉己
曾

土件
LU 新 平

イ1' _ 宅は公共の建築や管業用の建築 1: 比してそ の進歩が十年は遅れてゐると思ふ。 11:宅建

築では位ふ人も建築する入 b1，;oげにならない から 、プJ がはいらないではないかとも考八ら

れる。

便利な能容のよい住宅は性ふ家族の人にとっては子女の教育の矯にも、精神的慰安の矯

に色、各自の文化的修誌の上に も豆大の影響が ある 、燃し自に見える生産的利径がないか

らH: 宅建築は後廻しになる。よい住宅に{ ギみ fこし、気持は献しも持って居て殊に若い人道ーは

{-' : 宅に劃する趣味や理想は可成り向上してうl < i て 、官来の住宅 には あき fこらな〈不満を持っ

て居るの fごからこれからの住宅経営者は後程進歩的の考へを以て新鮮味のある住宅を提供

すべきであると思ふ

何とかして奮弊と因習から脱却して耐: 合人をリ{ ドしっ、家相方位などの迷信を打破し

て一直線に進み fこいも のである。

議所については大正の初め頃からその改良が叫ばれ、 j社合的の問題 になっ? この は何と 云

つでも東京朝日新聞の護所の懸賞訟計岡の溌表を以て lIJj; 矢と考へられる 、今その闘を眺め

て見ると住宅の進歩が遅いと云つでも現在の位宅の高所と比較して隔世の感に堪えない。

大正十三年には大阪市電気局の電気蓮月rr の懸賞程表があれその頃から昭和年代にかげ

で婦人雑誌. 建築闘係雑誌、瓦斯合社等臨々なる方商から懸賞を募集して事所の改普熱を

家げたから便所や浴室などよりも著しく進歩しにのである。

本稿が紙上展寛舎など云ふと大げさに害事? こてて、羊踊れ] 向の lさに堪えないが住宅も科目r

k 雑多である様に、華所も叉多額多様であるからなるべく故多〈あげて針比する事もイu! 等

かの暗示が湧出する事と思ふ。紙面の都合」二沿革的蒐集的に示き子、最近建てられ 1: 新 式

性宅の護所約20 ｻｦ選定して短ｾＫ { f 試みる事にする。

これらは先輩知友の建てられ fこもので筆者が質物も奔見ぜ子、諒計凶も- ' 定せす、作者

の御説明も伺はす、只部に湾民 f ｾＮけで暴走 ｼ 主を試 み にも の であるから 、 筆者の誤 ｪｉｦＨ もあるべ

〈紛筑の不十分の倍 ￭ｦ￭ ｬｔも多かる ｊ 代、 ｩ ｬｩｬ 型儀を失する ｟ ｾｊ は何卒御寛 ｟ｴ ＧＮｊ場 ＱＩ 1: ｾ、ものである 。

6 3  v. 
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第 1 f置 この 卒而 問 は 1'. 流佐官の夜目fr !土びそ れに |鈴援 す る間服索、 食堂

女中 : 去を示し たも ので納めて定行的な. f::')i l' !引の: zp. 1oiで ある 。 来五Jj から 2

階 への Y1階段が ついてゐるの で議所の而it立が相官i' rai い もの となっ てゐ る

卒常のみの料担1¥の 場 合 l士而!tli を もっと 切つめる と とが 出来 さ う だ が 、 卜

流の家巨匠では多数の 容 を饗悠する ととも ぢ l替に 入れ て泣か なければな ら

ないから . { ¥余裕もス必要である 。

女中ｾト ー との協 が ｦＧ ｬＨ枚目ｼ迩戸となってゐるが 、 ζ れは ＭｪＡＮＨ 片引 ｪ 寸と し て

峨而を多〈したいも のであ る。

¥1 5 4  

第 2 圃 と のｾ 所は第 ｬ 聞にｬ｝ｩ 1oif 尚l を示し

た ｾｮ 好 で ある 。 採光面も十分であり 、 側Ｑｬ｜ｊ

を引越ひと した乙 とも; 也 前 であ る。 必 所の

窓 には是非 、 丈夫な; j t 子が必要である 。

流しはi " . I ; f t し と F i; if しとに分けてゐる 。

陶ー方 に 水 切 長 を つ け て ゐ る が 、フド切の (IIU方

は線をとっ た方 が 良 い 。

l'i CJI丹誌とガ ラ ス戸棚、抽出 と板 戸 棚 の 関

係的寸法ーの書IJ - f r も迎 i::¥' である o 'l":  J1ll ネ出口

の仕切戸はト方に l げ るや うに してゐる 乙

とも {iJi 干りであ る。

ｭ Ｇ ＯＺＨｽ ｉ ＺｬＺ流しの Ｑ Ｍ に一例と者Ｚ焚Ｎｬ［ｬｾトーのも昨今 ｩ

｡＿ に ｊｉ ノイナけてゐる 、 後者は必 ｪ 列 。 の Ｍ ｾｬｴｮＨＨ 砂Ａ

と劣後場の 1，;j Ffr 照明を :@:t，よさしてゐる υ 料

l'l' 令と i yrlJ イ? せに ガ ス レ Y ヂ とm紙 レ ン デ

を( 1111) してゐる 。



i! 3 圏 ζ の闘は第 2 問主主所 に|鳴り した 間

服浄・である Ｎ 円 ･Ｉ ｨ ｾ ｾ と長 ｲ ｦｲ の Ｑ 反イ ｔ せ の 判 向

洋 出口 のt h切戸 を l にあ げて 来 l貯の一部地:

見える ｬｩ［ ｩ｝ で あ る 。 と の反 ｬ Ｚ ｾ Ｇ ｦｬｬｬＩ は食堂におし

て吏らに 洋' 11: 1口を被 けてゐ る。 l品l には 見 え

な ν ・が窓商に 1' .流 しがあり . 星空Hb l =l の，袋 lI

J毛〈魁してms苦必 と し、 F 方 L1 抽 出 と板戸

棚を ii X'け 1-. 1鳴にはガ ラ ス戸 を設 けて ゐ る。

こ の・ ｊｾ は作文 長 Ｉｾ ￭ の 一般 的 の 別である。

第 4 圏 也ーの，立所 は .• AUT なく小脳組を 去 ば

した 化 粧 天井とす るものが多 い 。白然 し1- 2

階 I!k抜 で T ばらし〈商すぎる のはち りほ ζ

P を者1(1徐ずるのに凶鱗 で あ る。卒属訟で化

粧小財産且とした高さ 1:J:l' !定 よいも の である

最 近 は 煙 突 が 111 ｾｾ 排集主主が作 ら れ てゐるか

ら. 天 井を普 j凶座敷主主 に したものが多 いが

法則と しては fl l; くすぎる o ｾ ｾ策 拡が 少な い

ζ とを' l ' r際の仙 川 の 際 痛 感 され ると思」、。

との 夜 ｪ 貯 は ｾ 良Ｂ こは見 えな い が卒隔 で 化

粧小財産且であ る。

床を こ っ K II {， 切っ て一方を板床とし他を

タイノL 政り ，1' ，1111 と してゐ る。主 な る燃 料を

草iTと した ため 、煮 t悲喜島/ ) 都イトから耐火的 の

よ 友生 必 ｾｾ と し た ζ ｴ であ らう。

ｊ 司 王 監 ｾ 出口 の三段 の仰 ｬ は 戸棚とす る ζ と

が町l 常であ らう。

書官ｾ揚と腹廻りを令部 Ｑ ＺＹイ ノｴＮ ｾ長りと し た

ζ とは 帰! 珍が当容で常 に 清 潔 を;社持するに :似

合がよ い。

第 5 圃 ι の悩11':1 二似IJ 設1ili の，以断。忽 (I !IJ a: 

ぷ し たもの で ある 。 窓 の 開聞を二段 ＢＩ ｾ坦料

窓を ｊＧｽ ，て換ｾ Ｇ Ｎ｜と泊 ｉＡ＾｜Ｎ と採 光を ー Ｑ Ｍ ) トに してゐ

る。流 し及 び 冷 城 市 と 者f浴場を コ Y じ ネ ー

シ ヨ y して流し前の小側も IJ ・< ｉＡ ｆ ぅ ｲｾ てゐる

1.雪合t場 と には排気扇が附けて央以苧1号以を

l敗 ひ :Hナ株 l て11¥ＧＴｾ てゐる。

6 5  v  
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第 6 圃 とれは第 51，11の窓: f J i の反封。! l J をあ

らはし た1; ，，1であ る。 F か ら板 戸 柳 、抽 出 、

目en者選 、中 段 依 戸 側 、 卜段板戸棚! とし て 令

壁 面 を 利 用 し て ゐ る。 中段は ガラ ス戸I l UI の

方が使利であらう 、 叉抽出や板戸仰 が Ｉｙ￭Ｎｾ ま

に多いとき はネー ム プ レー ト附 けで 内 $ 品

をR}J瞭 に指 示 す ること が使 JII .l. .. T! . . くはない

かと 恩 はれる 。 jl[ し各郊の プ ロ，) <" ーシ ヨン

( l 1血管'; eある 。

!fi 7圏 との盛J f r 戸 側fl ご災現が近代的であ

るo t反日 仰 、拙 1I:i 、 ガテス 戸側 、目[ H苦必得:

その割合は適' bi'・に Ih米 て ゐ る 。板 戸 も 表 而

に 桟 を 表 は さ ず、 ガ ラス 戸 も 枠 だ け で ーも反

ガ テス をはめ て ゐる 。 ζ れは胤検の派? り揚

をなくするおで ある rjl 段 を 無 地 ガ ジス とし

た ζ とは内部の品物を一目瞭然 た らしめる

ためで ある 。

i H L 白色エ ナメル仕! と した E は十行' r . r・

適訴ーな尚置であるけれども 、徐科 卜舎 の 付

料 を 川 ひ な ν と、生jJ つ ど1/; れ易くなるから

その駄の注て付: 必要である。

大到の: 立気冷議長機が入込みにはめである

のを見ても tf の* J f r と陶1止の感がある 。

第 8 固 との議所は一方光紘で 、奥 に j 壬ν 、

小 じんま り した長所である 。 ? 立以レンヂI . t

時 間制 仰の 出司王る 使和l な高級 な る も の で あ

る。 その上部の阿形の ものI 1 j非主i 悦ノJ ファ

ンである 。狭 い 妥 所で窓 蘭 が 少 な い 時 には

是 非必 姿 で あ る。

窓 而 吊机11は干 ... ￮ＺＢＺｩ す きｉＮｾしまし、 か 、 ￹ｦｴ し

の F のIJ "o入れ は もっ λ づ|込 めた ，与が i史ひょ

ャもノ〉 である。



第 9 圃 此の疫所はニi J か ら採ー光して 、 か

らつとして明〈窓、をあけた ら夏は涼 しさう

であるがあまり多 〈窓磁を] 反すぎ てゐる か

ら 各は袋さうである。者焚ｾが 二 筒 ｪ 加に分

離さ れ て居るので 、瓦 j折レY ヂト. につけた

排 策 'i:;:l) 効能が宇滅さ れ てゐる 。mi J J 前田[

窓 η m. こ二段位 釣 闘 を 設 け た ら 使 川 勝 手持:

ｬｾ＠ < な ると息は れ る。 窓 而 の多 ν 、のは樹木

が大いために特に n' l:iまさ れた ととと恩はれ

る。

第 ＱＰ 圏此 ｉＩｾ 所は Ｍ ｊＡＮ｜［ｾ った抱月＿である

煮炎揚と mi しをダ イノL こ!-.IL1と しが:J 5 寸 純一F

げてゐる 、 との部分を主履から突出さして

.I tiri]  iきのトッ プ ? イ卜としてゐる慾: も十分

にJ反ってゐるから民ド装所であるが採光が

良いと 思 は れる 、 半 ｊ 干泊 ｬ 去は前後ｾｉｩｩ fUIJ よりイ史

ｽｉｊ ｕＺｬ Ｏｾ るも の で 中央 ｩ 二［ ， ＱＱ に 小 物 入れ の初 ｈ Ｚ

取ってゐるのは手際が. t . : い ¥ その布 1111J にガ

ス日正を置し、た のは感心出来な ν ¥ これは窓

iI l I1S: 焚場 ，こ:'k . したむがよ v と忠..;. 。

第 ＱＱｾ 此の :議所 は 電 燈 311.1、激 Wi JιJ !1T燈

1  fl.1 を設備してゐる良か ら事長 しても 1-.1定住

宅の墓所である 、大井に 2 f lil l}jfj 'の白紙放と

ガスレ Y ヂ 1'. に排長，U症をつけてゐるか ら-1

分排気が出来る と忠」、、者炎揚を 2 1fl. INi'; こ

分 離 した l はや L 不 i砲ではないか、然 L 剃

却 す る 入 が 2 人以七の場合は似やl にな ると

ともある。ガスレ y ジ/えぴi ' L l 主主冷厳機が市

場 1111であるととは lトーむ を得ないと しても煮

焚 夜 、流 し、料翌日高等は今一段の工 夫 を 必

必 t しまいか 、設 Wi が平合んど移動可能に出

来てゐると とは 張所の術生掃除の際け虫f 都

合 でfl l!氾，!IYJ であ 叫が、hう，t i主役fii iでな ャ とl:ti

[.J のKL分 a ｩ 減 ずる ｴ ので 砂動と ｬ ，Ｇｾ ;定と 11 弁

tj. 失があるも のである。

5 7  "  
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第 12薗 此 の 墓 所 は 料1遅延 上 の 三 段の m榔l

の 内. 最 上郊 の もの は 使 ひに く い か ら二 段

にすべき であ る、瞬間湯京都 しも自 動誌の も

の で な け れ ば 、 もっ と 依 く し た 方 便 利 と 恩

はれる 、] ( J 祈レ Y ヂ と 排気 j 言とのr : nの笠 i1

タイ ル張としたい . 此 の民主は 一番 汚 れ る?市

分 であ る、流 L 、切 革、 レン ヂ の I!i Ci l I は仕

事の順序に聞置さ れ てゐて働き よささうな

きさ所である 。

第 13圃 必 所 乃 一 部で 戸1mJ と料王!I¥. 屯がある

l¥l!i i仰な 、ノj 、食堂が見 えてゐる . 必月li と食堂

はカーテ y で仕切てゐる 、斯 様 な 場 合 は ;点

JHの 排 気 を 十 分 に してな ν、と 、ヲ円: 舎を場の湯

lri ゃf I . r. の」込書式に な や ま さ れ るか" 特に殺意

を併はなければな らない。排 気 益、f井以機

を必要 E するもので; J ; ，る。

第 14圏 この悩| は奈川に| 憐りした朝餐宗の

-msで あ る 、 夫 妻 と 子 供 と ー 人 の食 事 場 で

あらう 、然 し い 〈 らmt 翠 な 食 事 で も と れ で

はテープル がf(j;り 11とすぎはしないか、 2 )'e 

に 3 Iミ5 寸乃至 4 尺イ立なくては :mmに二HIJi

でみらう 、 的 U:l 、戸 側 、ノl、日比具 飾 NUJ 害事はトL

て ｩ 也常に蕗 ｦｾ｜ されて ゐ る。



第 15園 此の ｊ ｾ ｮ は 煮焚 の ガスレ ｙ ヂの 位置

が孫付が惑さうで あ る 、叉仙 出もｾすぎ は

しない か、 制 出 は深さ 3 寸空 で が通常 であ

る 。 係 り 深い と入 れた物が Ｚｩ｛ｾなりあ っ て 取

りに〈いもの で あ る 。 包ｌＧｾｾｾい 来 所をよく

利 用 して食堂 との 閥係を巧に( l : ] J反した )!h'j は

要 侃 を 得 て 居 る。

第 16圏 rI ' i i すぎずwとすぎず手頃 のj従さの墓

所 で ある 、忍E庁は設 備 が よけ れば 歩 行の距

離を 減 ずる卜ー に も、 掃除 の 分 立 を少〈する

r. K もW: い方がよいのであるが 、 極 ｴｊｩ､ に ｾｾＺ

い議所は i d勧告 が不自 1ft なも のである。食

探やJ 1 l 具の型車理にも悶縦であるから却 って

仕 事 Ii: 而i倒 になるも のである 、此 の議 所 It

棚 、戸 側 、 冷荻原 の rie置 も 良 く 出来 てゐ る

最ト ー 段 の 不 川品 入れ の 板戸闘の 迩り方事ｾ

似 が 此 ν 、然しガス レンヂの f立医は他 に巡

ｾ・な位置が なか った でＦらうか。

第 17軍 此 のZ票所 は 冷 蔵 怖に初 主 九流 し 、

料' f1I' 夜 、者多U1J ' i l . i : 熱設備 の順 に配 置 さ れ 、

rl' 央 に キ ッチ ンテープ ルと ]L !針レンヂが配

置さ れて ゐ る、完 ｾｦｬｬｬｊ の 腹を前 に Ａ日して Ｙ イ

パ磁 の乾 か し; 場所と L 、 そ の_I ..に一段 の柳l

を設け た ζ とは 一 般に使 利 な 設備と されて

ゐる、 E要D 高さ l土泡 設 で あ る 、 腰の民主乃四

角 の黒 い 部 分は1樫挨 除 て である 。 天 井 を均

ほと して居る ζ と も良い が 煮 焚 場の直トに

排以慈を 設け たいものであ る。

5 9 .v 
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君事18圃 -Th 、場所・ をlt ( 初日] した義見( j であ

る。窓 而 の タ イルの 腰 高さも 適 温iである し

冷厳 肢と 流し と料開撃 を絞 めて 同 il!l lに 的 側

を設け た こと も通 貨である 、煮 焚茶と ガア

レ ｹ ヂ の ｦ立・ 置も 逝ｾ［Ｚｾ ［ で ある が、 其の部 分の

!笠而j は F イノL を夏 らに 3- 4 )モ高〈張 世士 号

げ た いも の で あ る、 板戸棚 、 開ｾｊＱ持 家 、 ガ ス

戸棚も 先 づ無量震に出来 てゐる 。

ｾＱＹ 園 高級 な外関製の紅会ミレ y ヂ が隔 を

利 かし て ゐる 、一 般に危害北ゃ Jt: WT レY ヂ 11

Pト凶e.r; II'¥tこ111来 てゐるの で煮 焚 プ レート Iui

が高 す ぎ るきら び がある 、 足を 床 に埋 め込

むと 約 2 - 3 寸 fIf; ( な るから是非さうした

い ものである 、此 のレ y ヂ は熱核 3 側 、 ォ

プ :/ 3 側 、食J ?S: iJn ｩ 昆 房ｾ 1  fJ.l IJfr の 7 { 戸! スヰ

ツチイナのもの で ある 、此 の来所 1 1 m叙レ y

ヂに 比 しで料 到 ｾ 長Ｏえび ｭｴ しの工作が簡約 に

IH来てゐる。

第20111 これ は伶 粍 決 ν 忍 所 で あ る 。卒 商

lバ1が ないから設イ!IH'i E置の令私! が分らないが

ＧｦＮｾ民 を 見ると 浴室 の 焚口 と 楚所の者焚場 と

後 近 し て をるや うで あ るa 風呂 後 も 石炭ー l史

ｪ 日のｾｾ主主主 であるか ら慨突があっても 多 少

の慨 がf隠れ る もので あ る か ら、 ζ の部 分 に

IJ 是 非初 主主誌の先JPr なも のを 必 要 とす る。

最近の小{ 土' -t には 風 呂 焚 口 を 寝 所 J -.r:tltこ

取 っ た も の が多 い が とれ1::' ;IJ へ もので あ る

土 IHJ の 部 分 と 選所 を遮断するJ H . で も; f ; れば

業 支 へ ないが 、 オ ー プ ｹ で長所上 ｉｬ ｕ に風 ｬＧ ｾ

i変口を設 け る 乙とは考へ もの である 。



正 面 外 観

医 曾 議 場

西 匡 鷹 舎 ( 大阪)

段 計 大 阪 市 役 所 建 築 課

施 工 池 田 栄 三 郎 61 v  
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一 --1_卜

2 除 手 市 岡 3 階 11 ' 荷闘

l 隣z p . 而悶

地 階 平 面 図

693，518 卒方米

676，539 /1 

616，435 /1 

6つ6.730 11 

64，8∞。

2，658，022 平方米

階

階

階

出

m

階

坪

数

地

1

2

3

厳

延

ま1;
大 阪市西区西長期北 im4 丁日 10帯地 / 5

近代式

rfl すー地

建築様式

大 阪 市 役 所 建 築 想

池 図 繁 三 郎

計

工

殴

施

ＱＵｾｾ ＷＲ＠

餓 j前コ y ク リー ト主主 3 階主I! 地 下 手u土塔尉 付

西
( 大阪 )

舎鹿匡

建築物 乃

日 さ

必機

v  6 2  



位 置 大 阪市 天 王寺 区 下 寺 町4 ノ322

7包 工 !昭 和 9 年日月

竣 工 IIH手fl10竿 1 fJ 

政地坪数 472平方米

建物坪数

地 階 85平 方 米

l 階 248 /1 

2 階 239 /1 

3 階 239 /1 

音t 8 11 /1 

格 治 鍛 筋 コ ' / ? Y  - ト造 、外壁 白

セ メ y ト入 りモノL タノ"11若者落

し仕 上 、各 窓 スチ ールサッシ

ユ飲込

各 家 仕 上 右表 の jiIi り

天 王 寺 職 業 紹 介 所 ( 大阪)
量買 計 大 阪 市 役 所 建 築 設

施 工 中 村 亀 太 郎 63
V  



地 階 平 面 園

一一匹臼- 占十叫

v  6 4  
天 王 寺 職 業 紹 介 所 ( 大阪)

3 階 卒 面 園

2 階 卒 面 園

設 計 大 阪 市 役 所 建 築 課

施 工 中 村 組 太 郎
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人 口 側 外 翻
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1 階 平 面 圃

クト1t - t >は白セ メ y トと カ ー ポ ラ Y グ ム

の 電力層雪 量イ'J:上で、 自大理石のやう

な 感 じ を 現 は し 、1fE下端 と ロジヤの

天井 ＱＱ ピリデイア ｹ 色ｾＺＺＮＮＮＭＭキ塗で産、

る。

( hchi t 山 :11 R evi 川

誌よ り 本 多 IE 泣/

2 階 平 面 園

3 階 平 面 園

南 側 外 観 前 面 に 背 色 の プ ール が ある

( イ ギ リ ス) ロ ン ド ン 郊 外 の 住 宅 建築家O l iver Hi l l  65 v  



外 叡

ｇ 五五ｾ 二 週 阿

1 階 卒 菌 園 2 階 平 面 園

v  6 6  ( ドイツ) ライン河畔に建つ保養及週末生活者のための家 建築家 Domi ni kus Bぬ m



会 ての駄に保守的だと 言 lまれ る英 図人 も最近

少 〈とも建築 的 には俄 程 日 経 め てう!ミたと 言 ふ

認銀 η l つ。

口光 k 卒 和 在、健康 と 憶 快 と一 一 ζ れ舎のも

のが住宅建 築 に 最 も 必 要 な る も の で あ ると む

」、とと を心 符 た炎図人が多〈 な っ た稔械 の I

てコ。

だが 、依然と して楽 園 の fJ : 宅のプ ラ ン' " ;/ グ

の偲統治; 、捨 て切れ ないで平而に残って居る

のは炎凶人 の 家 ら しく て而 ': 1ぃ。

( :¥l' chit cct ma1  F υJ' u m 誌よ り 新名 1'] 夫〉

Ｓ ｾ 階平面園

2 階 平 面 園

⑧ 

5  0  10 20 -- )O nl T 

1 階 卒 面 圏

1 階 ホ ー ル

〈イ ギ リ ス) ThurωHouse  ( ケ ム ブ リ ッ チ) 建築家 G.  Checkl ey  6 7  v  



外 観

居 間 粂 食 堂

ｦ｣｡Ｏｾ＠ i n Fee!  J=ニF司117

5  0  10 け 「円 同

「一一--.- 一一一一 - i i 一一..J .  

l い G

L _ _ _ . J ( _ _  _ _ _ _ Ir _ _ _ _ _ _" - _ー一一一

1 階 平 面 圏

i l  

ーーーーー一宮一ー寸

courJ  i  

ｾ＠

』ー ---

ー_ . 1

2 階 平 面 圃

v  6 8  ( ア メ リ 力 ) Cross  Lake の 週 末 住 宅

コル ピジ エのffr 1i 円「住居機被 J で あ

る。 建 物 の 機 能 を 書 す る こ となく 、

安 〈せ ん が 矯 に 令力 を 注 い だ建 物 で

あ る。

什 組は:i l :Hあ コ ンクリ ー ト訟 、外 壁 l-_

1$はスタツコ {上 上。 下ltil はコ ン ク リ

ー ト釘 欣しである 。

Mt艮の雨水は rl _1火ms に設け られた i

本の: { 干に 依って排出せら れ る。騒根

と /c ;J 1ーとの1mにスペイス を取 り、熱

の 絶 縁 に利 川 して府る。

換 気は天 井 の換 気孔 と 尾 根 の ベン チ

レ - dl ーに依 っ て .&!i 子に行はれて居

る。エ ｾ 5，40)  ｾｲＭ

( Archi te山 al l?… )  

誌よ り 新 名 布i 夫/

建築家 W il1ia m B. Wiener 



1950.tj 三にな って も陵 物 に な らぬと 云

ふ 、 I ，; okOI1 氏 の計m案 の 初 め てh

飽 きれたも のであ っ て( 1  ) 池 F 辺 の

トy ネノL と卜 y ネ ルの r: ;Jに匙 てる た

め 、( 2 ) 居去を凶 fHIこIr"J け るため 、

( 3  ) 自動IjI泌 路 を設けるた め竹; の王'1'

111か ら、 ド|品I( 円el世嗣 〉の卯1( 道路に

斜 に ｩｪｴ 物が ｩＢｩｾ 泣 き れ て ゐ る 。

10j 帽を己主符 し仰る WFドの fm;? は l 階

主主で トy ネルの上に往て られてゐる

が 、 ｊ 主 ｻ也 の ［ｾｩ Ｉ 分はトン 才 ノ ， Ｎ Ｐ 上 ｬ こ は

て る事を 討さ れない。

Ｒ Ｒ ｾ つ ア ラット ｬ よウエ ノ ｌ 7 :  ・コー ッヵ;1

933 61- ' のド ノL ランドホ ー ノι の 工i箆fR-

に 11¥1

1

11'1 した心小刻そ の ま λ で 、他 に

11i 縦 に 4 筒 の 2 :fi の フラッ ト、 1ヒhlhi

1-. 階 に lよ3 つ の ス F ヂイ 1 ドトJ 7  :7 ツ

トがある。

鍬 IOj コン ク リート造 、 * 主としてタ

イル阪 、 タ ト ｊＩｬ Ｔ ν ｊ ＡＮｊｾ で内 ｦ ｬＡｬｊ に Ｑ Ｑ Ｏｽ ｉｪＮ のコ

ル ク 板 を;;Ji D、外部活色防水セメ シ

卜{ l 卜 、 内1;11 7 ラッ ト間の IB l 仕切は

磁 石 コ '/ 7 リートプロッ ク 2 枚目Ji.

床下池も軽石コ ンク リート で 防 音 に

努 め てある。

家 共 は抽出テープノι 、続 去の スプ リ

ング入 7 ツ トレス、J土上掛量産 l えガラ

ス戸棚附洗面 総学か ら ｔｅ 熱 料 ｦＧｾ 去 、

冷証書庫 、Ult し等まで ほ とん ど 一切 設

付 で 、家 賃 J: 96j !l 5f J: 1  i Oである。

( hel ute伽 d 加川

誌よ り 本 多 I E 泊;

.  
回

7γ pr c  A L  P L A N &. 5 ( C TIOt l ・1.111' . 1刷υ M F" L A T ・ L A.. ...N 肉O A O

山 一

一・c__' ・句.. ‘。.時叫" .・圃・・ 陶 姐 ' " ‘・ E附，，= ・・".、同仰 =

最小限型断面及平面園

ｾｾ置園

標 準 階 平 面 圏

1 階 卒 函 園

( イギリス) Hampst ead の ア パ ー ト メ ン ト 建 築 家 Wel l s Coates 69 v  



外 観

居間よりサンルームを望む

外 壁は木造の 上 lこ木矧を 打 ち. アエ ルト 、 メ

{i//レラス を張っ た卜守を スタ ツ コ{ l : 上に したも

のである。亀裂 を防C l it に、 ラスに取り 附 け

たｾ腐の目 地 を以て 十字形に ス タ ツ コを 分書 ｉ ｊ

してエ クスバ シ シ ヨ y ・ヂヨイ γ トの役目を

な さ しめた貼が l つの特依 と言 へ や う。

)i: :根 は 天井梁の上に載せられた憾の ー1'，に野地

放を 打 ち、その 1'.1-:: 防 水 を し た木造 の陸I i 紋

である 。

床はプ三位木 治 ゴ ム ・シート 張 、窓は木の艇に

スチ ーノレ ・ サッシユ 、 ，ｾ色Ｂ］ＭＭＧキ 主主 Ｎ外 壁 は

じl 色 スダツコ仕上 、一部腕、χ 桜 。

( Ar chit ectural  Record 誌 よ り 若者名租夫〕

v  7 0  ( ア メ リ 力 ) Shreveport の 住 宅

や

2 階 卒 函 図

j F持率デー

1 階 平 面 圃

' - / 心J

. 'JO' " 

!?J 

建築家 J ones 外 3氏



2 階 主 人 疲 室

2 階 平 面 園

( ア メ リ カ ) 住 宅 “ Square Shadows"  

ヲ十 蔑R

必 要にして過不 足な き卒商 に従って 、 その地

方産の 材料 を 主 と して施工されたもの。アメ

リカの地方 色 l亡よく加平日 し、 モ ダ y であるが

決 して自主締巴央〈ない住宅である。

"Squ山 'c Shacl o¥¥，.-;" - 一方 彩 )11: - との位 宅

にふさ I:l: しい名前では ないか 。

1'.l i: : J は家族の居室: fUij のタト・仰である 。各: 去 に殆

んどテ テスがあ り充分日 光を卒割増す るととが

出来る 。外 部 は其地方 ifti のお材 と化粧煉瓦を

似川 し手j:: 1d'・に明朗 な感じを表 は して居 る。

71王国は導車ljt の簡 易 を旨とし各箪巧に配置せら

れて必 る。

入口 の (IIIJ は壁面に窓を少 < L 秘 符 の 保 持 に努

めて居 る が 、 日佐 バ ント リ ー の ［ ｾＱＩ 分 ｬ 亡角廻 しの

百三を取って IJ iI!JJ l I I や来往: の 見 油 しに使な らし

めて )i' :' る。

(. ¥r chit cct uml  F Orll l11 誌 よ り 新 名 種 夫〉

) ( v'，.  ，n f.-r! 

・一一一-10'  0  匂C

1 階 平 面 圏

建築家 George Howe 
71 v  



v  7 2  
(ポ ー ラ ン ド〉 ワ ル ソ ー の 経 湾 銀 行

市街の角地に位 し、主 姿 道 路 に面 し

た部分 が他の部 分 よ り2 附 市 〈 な っ

て府る 。 とれ は後 郊 の 増築 に il くって

ｾ守 来 欲援 を す る震 に も使で あ り、 タ ト

淑も との穏 に よ くなっ てゐる。

外 翻

( Ar chi t ecM ULl  F mum)  

誌よ り 新 名 種 夫/

建築家 R.  Swi eazzi nsky 教授



ｮｾ 而の幾何回形の ｩｦｦｩｧ 告がよく此の建物 の 剛 ｅ 置な紋と 調

和を保 って居る 。fffi 大無遂の運 動場と それに向っ てm

てら れた屋内運動 場 と。米き ポー テ y ドも運動) 競技の

施設に事を依かない。

( Ar chitect ural  F or um 誌よ り 新 名和ノミ)

運動場より屋内

運動場を望む

(ポ ー ラ ン ド〉 ワ ル ソ ー の 韓 育 協 曾

穏 育 協 曾了建 築 物 外 観

建築家 E.  Nor w紅 白
7 3  v  



v  7 4  

外 観

内庭倶 ｾ外観

嘗 て アテン スの 影 響 を 多 分 に 受 け て 居 た ポ ー

ラ:-， 1-" の lli 築 で あ っ た が 、最近では官会程 ドイ

ツ 風 に 傾 い て 居 る 。 と の 集 合 住 宅 も その l 例

として チ ユ ート y 民族の主E.員 長i 目さ をよ 〈ま乙

は し て 居 る。

( Ar chitectural  F oru m誌より 新名積夫〕

( ポ ー ラ ン ド ) ワ ル ソ ー の 勤 労 者 集 合 住 宅 建築家 J. Szanaj ca 



繁茂せる樹木・ ; 芝生 槌込 特 出i せる小路 ・淵i ・7.K

詰告が新 J.fl: 外型佼の舟j 悶 i亡 くっき りと 浮ん でゐる 。

S U R E S N E S  

アラ Y ス雑誌“ U l' ba11i sme" の本年 l P] 放は 、 バ リー西方の一都市 SUl' esnes の記述て・終ってゐる 。数 架

の 勾 反と共 にそ の 続 ｾｩＭＷｫ ぴ間関都 市 と 題する 小 記述 の 紹介を試 み た い。

緒 諭

都市言 ｉ Ｎｭ ｦＮｬ ｬｬ 論 適 川の紡［Ｉｉｾを文 ￮ Ｇ［ｩＮ ｬ 土 び 姉給として也 ー に 公 に する こと の ｩ ｌｩ Ｓ｜ミるー 滋 ｩｬｩ 過 程にある一 小 都 市 を談

11，とす るに迎1:¥- な機合 が 途に訪れ た。11[1ち 、今誌に 、 パ リー の西方に位す る SUI 白 11む を その泡例として穆げ

たと して も、あ な がちー旅 行案内:;l}iI <j に)'$f 告する意|品l とはならない で あらうと信ず る。 その最も古い最も 気持

のよい景 籾、そ の1iii 均閥 、 子供に 到 する施設 、山 岳 、 特 機的位置は 、 在 ｊｾ 品 ＱＵ 箇 年 に及ぶ名 市 長 、 都 ＱＧ ＱＱ 苫 ｼ・ ｭ ｊ ｫ

び 市行政の椛威者 ][ cnr i  Scll ic l ' 氏の下院と相{ 突って 、典 型 的 な 杭本を我1J:: に示して央れるの で ある 。J l [J

ち、そ の位置とその人口とから来るj " ll lll で 、パ リーの郊外の多くの 町々 が陥っ た混乱から放はれ 、大戦後 最

初の司法ＧＱＢＺ ・ として際合にあって熱 心、 に研究すること ＱＰ 俗年 、 而も Ｇｬ Ｇ ｮｲ 主義 をｦ［ｴぶ この 市 長を得た放 ｬ こ 、 我Ｚｊｾ

が 古来 のお ｩｬ 市になし Ｑｾｽ ペき最苓 の ｾ ｉｐ ｔｩを 、 との ｓｵ ｲ ｣Ｇ ［ｮ ･ｳ に 於て議 見す るこ と が出来るのである 。

民主女地に; 也) i J して純作なる 合IJ必が引はれる都市 の新計1B: は、|品! 日{ 上の計5涯を直 に地上に修 LT! る充分伐さ

をも った 4 J旦なる b;{ 野の提 供を ;要求するが 、1![ 予k のポ11市 、at に家 Jti: の充満せ る都市の改: 必百j . mは、1ir にff玩折

的 な考察と 雨立 し ｹ［ｻ｛Ｚｶ 、 非 ｭ 心 の設定 ｦ を要求する。先天 的 原 則を行 」 、 ことを ￮ｾ ｬ Ｎ ず 、 而も相 ｊＺ ｪ 的終 ［品に立ｾむために

奥へられ た現12か ら出後ずる 。 とれには技 術家と怜仰! なる支配者 との協力 を是非必要 とする。 Snr阜、11凶 は .

一般の規 模に ￎｪｾ て 主主 態すぶことなし幾千の制 郊 に於て は ｡ｾｊ 皮整王Ａｬｬ の結 果 、 堅忍不抜のＺＱＱ ＱＱ 市計 ｾｬｴ 家の憂慮の

痕を止めてゐる 。
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回 闘郁 市 の Ｍｩ ｾ Ｍ￟ ｯ

rl .l; た郊 の 2 区 llfl Jは

最 初 にmて られ た

家 I，，!:]]I_ び それ ら と

同時 lて主主てられた

準 校。 との I二部 に

はす主老 院 が あ り 、

住 家 は そ の右{ Ui J):(>

Ｒ の ｬ ｾｾ 校の ｐ ， ｊ ｛Ｇ［｜ Ｑ に

結1υ 、て ゐ る。 そ し

て 、 !:ri 2 の事 校 の

建 設 中 の ii!?5そが'f-iC

反の封ij に見 える
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Mont Val eri en の 山頂。 との 起 源

はj'l に古〈 、他 の多 くの揚J 1 r と同様

HE息地 V と して 建 設 された。



手電我は Sur esnes を能 」、限 P 外 凶人にも紹介 し 皮いと の念願か ら、 本月放を その専門 の特i J i i i : 披としたの で

ある 。司王賞、 パリ ーの美司王な る都市美を眺めに 、遺々 遠方よ P 来 訪する人があっても 、そのつい で に S tll' esnes

に足を 延ばす 訪問者は殆とない。我殺はバリーに到 す る彼等の貧ままを 見聞 くに及び、Suresnes を紹介して符

るー宮 びを 隠匿す る方法を知なら いのである。

田 園 都 市

Suresnes の 国関 都市 は市合の盟主案になれるも のでない 。欧洲大戦後 、入念に 作 製せ られた一般的プログラ

ムに従って 、セ ーヌ燃の住居事務局間際舎と協力 して、 E之<I nt- Cloud と Monも Val eri en との間 に桜 たは る

Foui l l euse の鶴子育室伐揚地に 、完令な る都市の言1'11l:を 下した の である 0 ' 6¥時 l 平 方米 に 就 き 6 7 ラ Y の平均

地俄 で、 ＴＲ Ｐ ， ∞ Ｐ 平方米のＮＺＮＱＩ也を先 づ 只牧 し 、 整迎 の 一般 計 ｾ ｾｊ は建築家五 ｉ ｡ ｩ ｴｲｍ ｳ ･ li ; に依 託した。 Maitr凶 se

氏は主主 l亡Ikて 10年 nur.こ 10，0∞ 人を包谷 Lnる 8 似の新し い1・UIJ 的都市の建設に従来し 、家族の純院 を、何係

資産なさ努働者ーよ り、 工 場 の 参謀 ;:11に，臆するま支nlli 、事者ま でと 定めた o 都 市令般は 現: ( r:都市 生 活に必姿な る

術生組級、教 育 組 織 、救 護 組 織、池田J組織を興味深〈問され 、都市の中央部 は宗教建築物敷地として保干fーさ

れ、 現にその一部はまj ! ; 築家 DoJ U Bel let 氏 の指導の F に建設されつつ あ る。

ζ の都市の 室長尾は 、数 階 建の もの と獅立mのもの とに分 れ 、中心取hに於 て建築密 皮の声i ぃ中 央街路は都市

の l匂業中心 を 構成 し、 騒音など の家内に侵入する を防 〈・ため家1載は後、退されてゐる 。 ζ の!Il tf賀位宅 は最 小 限

Ｓｦ 阿の綴索よりなり 、 集合住宅に ｉ ､Ｚ 大食 堂 、 忍 所が ｦｬ ｈ 属して ゐ る。 完料は Ｑ 家絞首ｾ 1，080  j '; 奈 '2， ω 0 7 テ

ンの !fH¥"(である が、家族の人数その他に よ り、 との ど|主制迄扶助 し1守るや う、法律を 以て 定め られて ゐる。

との集 合般には 、完 備せる母性校・共同 洗濯場 ・浴 場 . i荏71、浴場 の{山 、中央術生J j f r . 育 児相絞f1i ・小児号室育A

ffr .  Ｑ ， Ｕ Ｐ Ｐ 人を牧容し Ｑ ｾ Ｑ Ｇ るＺ具合場 ・小 Ｉｃ 遜 ｬ 弱 地があり 、 現在位宅約 ｊ ， ∞ Ｐ 戸 、 集合家族住宅よ りも凋史 家曜の

方数多 く、目 下建設 中の 9∞ 戸も 日なら ずして完成 の舎 である。

CCruani .>me 託、よ り 吉 田 信武〉

子供の 教育と術生とを同時に保詮し符 る明朗なる鼠外母校
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団関税市建築 物 会長

撃校。階段室の古ij に突き出した大奴築家。

階下は局内運動場 、階卜 1亡廻れる旭廊 は物

見蓬の Ij 1を もなす。



舎 員 大 林 賢 四 郎 氏

合 員大 林 賢 四郎氏昭 和 10年 3 月31 日病を以 て

逝去せらる主主に及; l 卓に地へずまEに 照 宵 と 略 歴

を掲げ謹み て 弔 意 を 表す。

民 は明治 18年 11 月 7 日間島阪三春町の著名なる園

事 者 ifi 泉 祭 氏の三男 として生る 明治44年 7 月

東京子育関大事建築製科を 卒 業直ちに大林組に入最t

大 正 3 年 4 月大林芳五郎氏長女房子氏の婿 と し

て 大 林 家 に 入 る 大 正 7 年 12月 大 林 組 の 組 織 を 株

式合妊に型軽更と同時に常務取締役に就任 大1 E 10

年 Ｘ 月 二 ｉ ｾ 木建築業観察の翁米閣に出張、同 ＱＲ 月錫

朝 大 正 13年 12月株式合最上大林組刑制: 長に就任 昭

和6 年 10月内外木材工数a株 式 合員上取締 役 に 就 任

昭和 7 年 6 月株式合枇大林伐揚取締役に就任した

り日 Ｇｾｲ 業おに釣してはぽ ｩ る周到 、熱心 にし て傍 ら

寸暇を制きて俳句を楽し み松司自背 々氏 のii' 弟 子 た

り叉茶道 をIlf み、故事簡を! t に; i ! J じ 、古陶' 恭の鐙識

には一家を おせ り。

家族は/ J 3 - 子未亡人の9トニタj 二 女あ り。享 年51歳

町畳 間窓大林君逝く

富 士 岡 重 一

号住友大林資四郎需の死をI i i i tl I するものは自分一

人のみでは勿論あるも の で はな いが 自分 としては

人 一倍 惜 まれる のである、それ は阿君 は 此 の 大阪

K_ 於ける 、 と 云ふよ りも関西 l'こ於 け る 唯一 人の 同

窓 の玄で あ ったからである、自分の同窓生は 明 治

44年 東大卒業のも のであってその常時は 11 名 であ

った 、 それが同震と自分との以外は今は令部東都

l亡在住して居るので あって闘西勢は貨 l亡此の二人

きりであった、それが此皮同君の死によって自分

一人 の 孤 i勾になったと云」、 己 とは同君の死を 惜 む

と共に貨に寂しい限りである 。 ζ の たった こ 人 の

同 窓の 玄でありながら、日頃 はあまり逢」、機令 が

少なかったのである、同業に携って居る関係上何

等 かの機 舎 に逢過すべきだが、出る方市が少しち

がってるのかあまり同君と同席する合合はないと

云ってもよい 位であ る、尤 も同れはあまり僕等が

出かけ る様な合合に はまHを1J : l されぬ様だった、市

の関係の舎とか 、或 は建築協合関係のものとかに

それ ほ ど同君は問視の彪毒事用 にゴ' ; ! : がしかったので

あらう 、;尊心最上著書に謹された ので あったと思』、 。

自分が同君を訪づれて商談する時は大抵人 を君 の

世 に採 用方をたのみに行く位の用件である 、 その

折 は用談後他の岡放の埋まをな し、 お 互 に 管 の 製 生

時 代 の 話 し を し合ふ のであっ た。 自分が大阪の地

に来たのは七 年程前である 、それ まで はみ 校 卒 業

以来殆んど逢ふ機舎がなかっ た 、 と ち ら に 来 る 誌

につ いて も自分は先づ第ーに阿君に相談し た お が

あった のである 、 そして 此地に来たのも' J ' I ・は同君

の 意見 の ー 織 を容 れ たものであ った、そ う云4 ・風

に自分は同君をたよって居た、然るに自分は同君

に封して何の役にも立つものではなかった。

卒業後十数年来の久し銀りに逢った同君は母性生

時代とは大分後って居た 、 それは物どし、言葉伎

ひ極めていんぎん丁寧を極めた惑だっ た、環mに

より斯くは然らしむものだなと感じたのであった

あの どつどつした東北野が柔かな大阪悦 に 入 れ か

はってあ っ た、腹ノコイ氏 い柔 かな態 度は、倣 単 だ っ

た撃生時代 の風貌と は打 っ てかはった感がする の

であった 、人なきが加者あの製生時代の籾 鋲はや

がては日常の用務の 一端i にそのひらめき を貌 は し

たとの話 しであ るが向分は同規 D 近来逢った時の

あの柔 かな物 どし が撃生時代より、 より 1愛 しみを

持 た れ るのであ る。
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曾

市節 也建築物漆令改正に関 する講 演 曾

時 3 月20 日午後6時30分 ー 10時

所 建 築倶当時部

出 席 者 鮎 川 豊三郎 氏 外 120 名

l  午 後 6 時30分 松 井 副 合 長 関 舎 を 宜 し本 夕 は 今 [u[

市 街 地 建 築 物 法 令 の 一部 が改正後布なりま した

に付て激て御沼知申上ました ji J 1合員 の方 々によ

り御設明を 願 』、ととは 有 意義のこ とと 存 じ ま す

の で只今よ P 其 御 講 演 を 始 む る 旨 を 述 べ 下 記順

序 に講 演あり

市 街 地 建 築 物 法 令 及 大阪府 細 則 に就 い て

大 阪 府 技 師 玉 置 豊 次 郎 氏

大 阪府f支師 松 井 清 之 助 氏

同 京 都 府 細 則 に 就 い て

京都府 f支 師 板 井 公 威 氏

同 兵 庫l採納J ! IIK 就 い て

兵 庫 l採 技 師 鳥 井 拾 議 氏

兵 庫 際 、 技 師 本 田 林 八 氏

右終って質問感谷; あり後松井目IJ 合長より 講 演 者

に到し謝僻を述ペー問拍手を以て謝意を表 L 散

含せ P

段 偏 重S 員 倉 ( 第 4 回〉

時 3 月29日午 後6時50分 - 9時20分

断 建 築 材 料 陳列 場

出 席 者 幹 事 槍 井

委 員 紳 谷 竹 内 田 中 塙 村 図

1 午 後 6 時50分 堵井幹事座長とな P 関合

l 建築 設 備 工 事 は 近 年 金 々重要度 を増し霊に於て

叉' l ' t に於て j問視すべからざる; 伏態なるを以て? ; ?

委 員舎 にて今後設備工事に於て施工 l政1:1 1: 特に

留 意す べき 駄 に就て研究せんとす

l 研究を要する題材はIffi 範 閣 に亘る を以て左 の如1

〈大別 し一項目毎に童生凶委員舎を聞き研究を緩

め るとと

V 8 0  

( 1) 術 生 設 備 工 事

給 水 、給 湯

排 水

排 気

深化君主置

衛 生器 具

( 2) 暖 房 及 換 気

報

媛 盛、ラ ヂエ ータ ー、 ボイラー

蒸 気 暖 房

温 水 暖房ー

浪費電暖房

換 気 法、 ダ クト

空気洗謀長器、冷房袈置

( 3) 君主祭 及 電 燈 設 備 工 事

屋 内 配 線

時

所

信 披 通 信 装置

後 定、蓄 電 器 室

電 燈 照 明

( 4) 消 火 設 備 工 事

( 5) 機 械 設 備工 事

昇 降 機

運 搬機械

( 6) 瓦 斯 設 備

都 市 武 装促進 委 員 曾 部 長 曾 議 ( 第 1回〉

3月29日午後6時50分 - 9時20分

建築倶楽部見11家

出 席 者 副 委 員 長 波 江

総 務 部 長 中 津

調 査 部 長 鳥 井

宣 係 部 長代幹 事 本 多

演 習 部 長 代幹 事 池 田

研 究 部 長

合 計 部 長 r ，¥r7J<

1 午 後 6 時50; } 波江副委員長座長とな り関 含 下 記

事項に付協議せり

1 映 鑑 脚 本 懸 賞 募 集 に闘 し都市武 装 映衛費支出 の

件

l 演習部長要求に係る諮I躍 に 闘 す る 件

l 純務部長報告に係る建議舎に闘する千[ :

I 演 習 部 長 辞 退 、:白:1専部長逝 去 に付 補 依の宇i二

l 各 都合 開 催 に闘する i牛

時

所

常 務 曾 ( 第 7 回〉

4 月 1日午後6時30分 一 7時30分

建 築 倶 楽 部 別 室

出 席 者 理 事 松井 則合 長

3也 事 越 谷 民 事

常務 伊 藤 主 詑 北 垣 主 記 清 水 主 計

谷 主 音 | 岡 田 制*l ょがf名 編 輯

三浦 綱斡



議 事

1 都市計重委員合より要求に係る阿倍 野橋 附近古文

治 に闘する懸賞募集及貧合支出の件 ・・・・・・・保留

2 都市計整委員合よ P建議に係る大阪都市 計貧 防

火地I甚大事長懸案に闘す る件・・ぃ・ ・ー・ ・・・・ ・・・・・・保留

3 恭 季 大曾委 員合 開 催の件 ・・・・・・…・・・ …・・…- 可決

4 木材市場品規絡調査委員令委員の件… 再調保留

5 始政40周年記念選薄型博覧曾開催 に闘し出品方依

車買の件・……………・ ・…. . . ・H ・目・・・ … … … ・・保留

6 アスフアルトに闘する講演合開催 の件 ・- ー可決

7 舎 員 詮 衡

報 告

l 建築材料陳列揚 幹事長 交 法 報 告

l 南海地動研究所現況報告

1 日本土木建築請 負 業聯合合より防火建築振興に

闘す る建議案 報 告

都 市 計釜 委 員曾 ( 第 3回 〉

時 4 月2 日午後6時40分 - 8時

所 建築倶楽部

出席者 委員 長 鳥 井

幹 事 吉田

委 員 図藤

1 午 後 6 時40分 鳥 井委 員長座長となり開合

l 大 阪都市計責防火地区 大擁護案に闘す る1' T rc 付

令 長 よ り 嘗委 員 長宛附 託あ りしも下記 の如 き: 意

見にして其意味を合長 に報告す る こと に決 定

i 設 に合長宛提出 せる阿倍野橋 附 近 改 造 に闘す る

懸賞募集 の件は 合長不在 の鴛副主主に不接 次 回 委

員舎に凶答を得て稼議する と と与す

都市昔|登委員合意見聞各

住 宅 委 員 曾 〈第 4 回〉

時 4月4 日午 後6時30分 - 7時

所 建築材料陳列 場

出席者 幹 事 小川 陽

害毒員 車曾山 m.津 小 林

l 本タは委 員長依席に もあり 久 出席委員少数 な る

を以て研究を主主めず次凶餐員舎を来週木曜日開

合するとと込し委員長 に諮 り通知放を登ずるこ

とに決定散合す

災害調査委員曾 〈第 13国〉

時 4 月4 日午 後7時一 B時30分

所 建築倶集部

出席者 委 員 三浦 本 多 松 井 山 口 内藤

l 山口 安 貝 よ り挽1吉の新聞紙切放 を貼付したるも

の 19j Jl J提出あ リjZh合に保管す

l 浅野委員 よ り機話 の鍛筋コ ' / ? 9 - ト煙突に胸

する論文提出あり

l 松 井委員よ P各種 統 計 を本委 員合 に提出 の 旨護

表さる

l 本日は出席妥良少量主に付次回に夏めて協議誕生行

する とと与し解散す

時

EFr 

途 司 副 委 員 曾 ( 第 3 回〉

4 月5 日午後7時‘ 8時

ｾ築 依然部

出 席 者 委 員 長 禅 問

委 員 石川 山 口 矢崎

i 本夕は 出席委 員少量止 の怨研究を証書めず意見の交

換を軍事 し散合したり

3皇 制 費 負 曾 ( 第 4回〉

時 4月17日午後7時一 10時

所 建築倶楽部

出席者 幹 事 坪 井 玉 置

委 貝 三 浦 山 口 矢崎

l 午 後 7 時坪井幹'事座長となり開曾

l 前年度に於て材料 委 員舎と協議 事攻となりたる

3乙の研究事項は法制委員合に於て大鐙の方 針 決

定せしも材料委員舎に於て其 の後 の経 過 方 針決

定せるや否苧を照合 L 改 めて打合せをなす ζ と

に決 定

I 剣l'k: f7Uの制査 に付てほ石川委員に御駅弁する ζ

と

l 代 願 人取締去l;I. J1IJ の件 は 再強討する とと

l  前年度綴綴事業として外聞建築法規 の研究をな

すｾ 分科 合を 段位 するとと ｌ なり其 の 人選 はま

E 委 員 に一任次回委員合に報告を受け合長に手

t裂をなす とと

時

所

出席者

春季大曾ｾ員曾 〈第 1 回〉

4日5日午後6時30分 - 8時

建築倶集部別室

養 員 長 松 井

liIl J曾 長

委 員 木 村

主 紀 伊 藤 池 国 北 垣 中 海

飼 料 品 凹

I 午 後 6 時30分松井即j合長座長とな り閥合
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1 松 井 町令 長 より本年度春季大合穆 行に付 常務合 ! 所 建築倶築部

の: 意見及先例により理事 の委員長となる ζ とに

付 報 告 し委 員 の賛同 を科て大舎は次の抱決定

( 1) 見占禁旅行を 行」、己と

( 2) 兄率先 談山首11
1最上方面

( 3) 穆 行 月日 4 月28 日の 日曜

1  ｦ［ 均凡ｾｾ ＺＮｉ｜Ｇ［ 下 翻 の 銭北垣主記木村泰員 Ｒ 土西谷書記

現地に 出張するととに決定

l 次凶委員舎を 4 月 13日cuに聞き下翻委員 。報

告によ り計訟を立つること; . Ll 致命

材 料 委 員 曾 〔第 4 回 〉

時
4 月10EI午 後6時50沙 10持

所 建築倶楽部，)IJ 主

出席者 委 員 長 高 橋

幹 事 浦 松 久 保

委 員 楠 瀬 高 間 選 国 吉 本

来 賓 日本建築紙工株式 & IIU:

技 術
市 川 良正氏

岡 大阪支出員

宮 地 末 吉 氏

l 午後 6 時 50.i }i ti 僑委員長国E長となり関合

l 高惰委員長より本タ はアス フアル トに闘 し之が

規 絡 を 成 案 す る希 望 よ り其根底を作りた( 権威

者の 市川 氏 の 御出 席を 願ひ卒ひ御 快 諾を ＱｾＱ ，て此

蕗に御出席ありとて 同氏を 紹介し次で同氏 の ア

スフ アノレ トレこ付 常 識的 事項よ り設 l別を聞き 質問

しつ A 研究 主主主め たり Ｈ別 紙 速記 ｾ 照〉

教 化 委 員 曾 〔第 3 回〉

時 4 月11日午後6時40分 - 8時 10分

所 建 築材 料 陳列場

出席者 幹 事 篠 原

委 員 伊東 永 海 中野 期 日

l ノj、準校建築相談所の規 定ーを起草す るこ と 〈篠原

委 員 に依帰〉

l 作製校卒業苦| 盤投に住 宅 設言J.，合 員作 品展覧 台

関他に附 す る計鐙立案す る ι と〈中里子委員に依

明記

方参考材料 と し て建築苧合主催 の建築展 覧舎 の

'ili: 組方法( 西 谷書 記 に依喝)2立京 大皮 質合に N 施

方法〈伊 東委 員にイ氏。嵐〉を照合す る己 と

I 高等小事技工業科の教科 内容を次回迄に調査報

告のこと ( 高木 、篠原爾委員に依略〉

災 害 強 度 委 員 曾 ( 第 3 回〕

時 4 月11 日午後6時40分 - 8時

出 席 者 幹 事 黒 田

委 員 rll 島 三浦 矢 口1 浅野 -!.¥1¥El1

闘部 山 田

l  午 後 6 時4 0j) " m団幹事出長となり BfJ TI'

ｬ 大 阪 市 地盤刀降 ［ｬｬｩ ｬｬ 却に附 する ｾｪＺｊ 査結ＺＡｴｬＺを南海地

動 研究所より ｮｾ 、 乙と

l 砕 石 を 粗'i'i ｩ 付と せ る コＧＮＯ ＿リー ト の ｾｬ､ｌ 定試験を

究 施 して混i l )U. 用材料 に3討する研究 の 刊i とす

ること

1  IVj 7.1<剤入コ' . / ? ｾートの狐度 試験に闘し材料 委

員合 に[11]合 はし更 に研究すると と

1  Itf J('liJVf布む民焼槍の 件 I伝説jベのとと

E吏 備 委 員 曾 ( 第 5 回〉

時 4 月12日午後6時30分 - 9時

所 建 築 倶 楽 部

出席者 幹 事 有吉井

委 員 需11
1谷 竹 内 問中 村 fn

l  午 後 6 ¥1寺30分 扮 )1: 幹 事 座 長 となり凶合

l 前 凶 l'こ引絞き項目に従ひ各委員研究を持寄り座

談の形式にて意見の交換 をなす

l 前i1iJ 各項に付夫々の業者又は研究者ーを 臨時に 委 員

合に2暴力日を乞ひて共に建築工事と しての立場よ

り研究するＴ｝Ｎｾ と す

春季大曾委員曾 〈第 2 回〉

時 4 月13日午後6時一 7時30分

所 建築倶楽部 jj り隼

出席者 委 員 長 松 井

委 員 木 村 佐 藤 柴 田

監 事 岡部

主 記 伊 藤 北 垣 '1.
1
縁

結tl i降 島 田

l 午 後 6 時松 井委 員長座 長 とな P 関合

l 現地下刻委員北主宜主記及 木村委員より交 々湖 査

報告 あ リ

l 次 で 協議に 入 P 先 づ

( 1) コ ー スに 付協議し楼井騨よ り主主tjl 密 林=:" 1こ

立寄り 見祭主食を了 し再皮自動車 l亡衆り談

山雨Ilj祉に 向ふ ことに 決 定

( 2) 殻1，' ;1に f、I 協議原案 の jiIJ 可決

( 3) 舎費 に付 凝議の幸吉果 4i7.参 聞 と決定

l 次 で沼知案文に付議し可決

常 務 曾 〈第 8 回〉

時 4 月15日午後6時20分一 7時30分



所 建築倶集部別室

出 席 者 砲 事 武 図 則 合 長 松 井 市1) 合長

常 務 伊 滋主 氾 池 国主 記 中海主記

伊 東主 計 約7)( 主計 谷 主 計

岡田哲;diluf 新名前id料 品聞編輯

三浦翻紛

議 本

ｬ 都市 ｾＮｉ ・ Ｕ 登委 員合 よリ正 ｴｴ 議に係 る大 阪都市計笠防

火地区大放張に仰する件・・・… … ・… 委員合附託

l 問委員合よリ要求 に係る阿倍野橋F付近改造に闘

する懸賞募 集の件・・…・・ ・…. .. ... ・・ H ・H ・… 保留

l 木材市場品 m絡調査< f ; 貝合委員の件・・ ーー可決

l 雑誌交換に闘する 1' 1' … ・…・・・・・・・ぃ・・- …・…・可決

l 曾員訟{ %;

報 告

l 恭 季大合司書官1I 報 告

時

J.fr 

都市計. . 蚕員曾 〈第 4 回 〕

4 月l凸日午後7時- 8時 10分

建築倶楽部

出 席 者 委 員 長 鳥井

委 員 紹知1

1 午後 7 時 開合

! 大阪都市言| 鐙防火地 i起大被援案に闘す る件

本! 牛 は原案作成方'IW告書民合 に附託 に付協議の

結呆次回 '6.¥"委員合i与に JJ ii 案作成の ζ とに 決 定

せり

l 阿倍野 僑附近改造に闘す る懸賞・募集の件

本件は 重量に合長に報告 したる 民主4 月 15 日常務

舎 に於て財源 を考慮 した る上貨行するこ とに

決議の出 l亡付時期] を侠 っ とと に決定

l 阿倍野橋附近の盤王監必要に付意見を 交換 して解

散 せ り

材 料 委 員 曾 〈第 5 回 〕

時 4月 17日午後7時- 9時30分

創 建築材料陳列揚

出 席 者 幹 事 浦 松 久 保

委 員 高 閲 滋 回 吉 本

l 午後 7 時浦幹事座長とな P 開合

I 前 包l委員舎 に於て研究中 の アスフア ル トに付 研

ヲEを主主め結果次回委 員合 には再度専門家の出席

を求め座談的研究舎を開催 すること

l 専門家 :'12主胞に交渉ナる己と

小 倉石油株式合展士大阪出張所又は工英鮭

l 前 1i:! 1の如1< 合誌に合告するの件を委員長に意見

を聞 くと と

住 宅 実 員 曾 ( 第 5 回〉

時 4 )1 18日午後6時40 一日時30分

所 建築材料陳列場

出 席 者 委 員 長 UYl.i-

幹 事 小川 陽 小川安

委 員 間本 木 村 熱 海 坂 本 長 谷 部

本 1m 松 本 格山 本 野

l 午 後 6 R!f 40分お野委員長崎長とな り9fl 合

l 委員長に於て前1" 1委員合 D 研 究 記 事にイナ即J .il1 し

ｉｄｾ 記 ｊ 毛 他 に 修 ｅ を加 ｬ へ たり

l 次て前 ["1に引絞さ研究を江主め下記事項に付検討

研究を なす

( 1) 通 風

( 2) 湯 殿

( 3) 使 所

以上は和風住宅を中 心と して 研究 し次で洋風住

宅に 移 る

( 4) 床

( 5) 吸物

l チ: ut l委貝舎に は.ru:よ り研究 をなす ζ ととし本野

受員の報告 主総〈

本 野委 員 は凶民衛生な る7M} 子よ り嬰{ i J1印l 訟 何 れ

著者 の諒[併を得て抜本報告する 筈

曾

〈 本 書長 員合 のｾ臼 Ｑ 速記は 有山 委 員権 ＱＺ Ｐ

舎 員 動 静

入 曾 者

負

河野 貞事長君 主巨1i:Id去後町28 (時-'，Tt 造兵廠ノミ阪工

廠t支術需品鑓: 築{ヰミ〉

近i木孝太郎君 :11: 1必需ljI 山町33( 治木市Il 大阪支 Jd:!.u

野 湾 勉 君 普 泊 賛助員 より盤整桁

地 方 合 員

藤本芳五良11君 東京市大森区新井 1訂3 ノ 1339( 溢木

組建築部主任〉

特別賛助員

上回堂大良I1迫 港区九依南沼 l ノ 109 ( 防水材料製

造業〉

普 通 貨助 員
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大庭ｾ雄君大連市日吉町 一 番地竹村方Ｈ南浦 Ａ 布袋圏雄君和歌山市 Ｖ 番町 Ｕ ノ Ｕ ( 住友銀行建

洲銭道株式含量土〉 ・ 築場〉

尾辻 正巳君兵取県系川溢郡小 田村杭瀬金後 19 (  地 方 曾 員

兵庫勝、小 岡村役場土木課) 潟野制太郎君 |湖山市内岡本町 238

河村利 一郎君 堺市戎之町東一 丁松原市'1' ，1il 邸内 〈。 小林 一 夫［Ｈ［・ｾＢＧＺ［ｩｴ川腕、 三 浦君 Ａｉ Ａｉｾ山間｝射内 Ｕ ＳＲＨ 来

市1'{ 1 ( ; 工務底自主わ 。 111町一 色小間邸主主築場〉

|剥枝 幸 1 ) 50/; 紳 戸.f I j 兵庫 1，: : ; 松本泊5丁日 2 ノ1 柿本古! ? 治 :n 浪 速 l!lli元町 5 ノ513

平 山 琴治若 府 F 三 J晶君日吹田 Plfl 068山本 直 方 ( : 深烏英太 郎 司王 東京 ijrilt 81谷凶代悶2 ノ681

大阪府瞥番号部建築課) ， 普通貨助員

森 本 三次君 大牟田市策"If 14三池上木株式合最上 回中 功: ? [ 安京阪、満洲1行rlr ;_;r 街繭昌公司 Il:l政

内 ffr

西国 義 部 君 岐阜i際不破郡霊弁H川" 閲菊次郎方 池田雅一郎 君 住 吉区7Ji里子浅田T3ノ 5 ( 日本 エクセ

( 大日本紡紡垂 井工場〕 。 レー ト合 ti. 合枇〉

播野安兵術君 ｾＧｉＧ 戸市須隣国桜木 Ｂ Ｑ ｛Ｑノ ＳＳＨ 大 阪 ＿ ｲｬ 大鳥居 E 君 京都市 ｆ 京庖大 Ｇ ｬ ［ｾＧ ・ ｪｦｦｩ 傍光 寺 ｔ ル合

主主P，}j合大阪 暖房R司令_ ) 主主令孟l二六鳥居工業所

伐と国 稔 男君 北区兎我野町ー58(r1J 商 建築 高 務ffr ) 有吉本 条六充当 間山市 F 之 町天満足百貨腐処築揚

逗

曾 員

阿 部 長 則 君

特 別賛助 員

tz lllf 長 雄 君

普遁賛助員

曾 者

布 施 彦 次 君 永田 jfll 三君

曾

轄 居 輔 動

員

池 匹l 忠治君 来 臨 伏 見 町 2 ノ21伏見町 ピル 3 階

ＳＱ ｾ 虎

竹中工著書応出磁Ffr

佐 々木義 夫 君 京 都 市 下 京 区 東 洞 院 泊 五 線 t Jl. 京

者ｾ中央 Ｑ Ｑｩ 話局下 分 局新築場大林 組

作 業 所

桝 谷 健次郎 君 新 京 梅，ケ校町 4 ノ18井上高田組内

南 股吉沼 京 都市 上京医加茂玄以Plr42

f勉尾高太郎宏 北匹曾根崎上 Ｒ ノ ＲＴ 淑ｾ 一 良方

議卒 正夫君 東京市大森医大森2 ノ815

改 名

紳 谷 新一君 (1ff名光彦〉

死 亡

山中 茂一君 府 下泉:11 : 郡和泉問Tfj白太 ，-e-
員 氷上 昌三君 ( 昭和 10年 3 月初日請を

杉岡新五見1¥君 富 山 ｬ 係下新 川郡 内 山村字 表 月日ｾｾ 去〕

i i i : I : 宅〈日本匂力株式合通上) 中級 d!!i ー君(昭和 10竿 3 月30日逝去)

山田 英 男君 愛媛 ｬ 採新居郡新唐古ｾ "IT rl .'  ｾ ｩ＠ t'l 甲13  ｾ＠ 大林氏四郎君〈昭和 10年 3 月31 日逝

04ノ2 ・ 去〉

閥厳 正 知 者 /iIi 島市大手町8 パ 17 ・特 別賛助員 宮川 線三郎君 〈昭和 10年4月3 日逝去〉

鈴 木 一君 阿山市卜 之111]"74三和銀行m築揚 ( 議ん で哀悼の設を表す〉

続 聖子 美 凶 君 前l' 戸市須勝区磯馴町 1/ 38( 凶 宮市

役所〕

矢 野 義夫君 主紅区徳井町 2 ノ30

問 品を君示11' 戸市市11'戸区北長狭jffi4丁目 29ノ2

木村 俊 男 君 東 京 市 淀 橋 区 角 筈 l 丁目住友銀行

"I，j '8 4  

新宿支庖建築場

問中 四郎君兵庫県長加古郡加古川町寺翼民町 136

ノ 4 小谷仙厳方



( 昭和十年〉日 本 建 築 協 曾 役 員 及 委 員

量士園

法 人

8 5  v  

員

都 市 計重 委 員 舎

( 定例日 第一)

第三、火限日 /

委 員 長 鳥 井 信

幹 事 加 藤 詳 吉

岡 吉 岡 f言 武

委 員 苓 多 村 義 雄

同 閣 議 主 主

同 干11 ; 原 兵 市

同 前 知 秀 夫

同 繭 b¥ JE 治

戸] 山 下 関 太 郎

遺 骨 副 委 員 曾

( 定例日 第一)

第三、71<1IfIJ口

委 員 長 津 田 敏 雄

幹 事 玉 置 法 次 郎

同 坪 井 誠 一

委 員 石 川 n 三

岡 白石登存 Ａｊｾ

向 内 藤 克 一

同 三 浦 1車

問 宮 脇 l晴 美

岡 山 口久ヨ王 郎

同 矢 崎 高 儀

教 化 蚕 員 曾

( 定 例 日 )

第二、木昭日

委 員 長 古 字 因 究

幹 事 篠 原 太 郎

委 員 伊 東 恒 治

同 沼 弁 勇 三 郎

同 鈴 木 J B 五 良11

岡 高 木 太 作

同 永 告 書 毅 一

同 中 野 順 次 郎

同 姫 野 武

悶 射 口 甚 吉

材 料 委 員 曾

( 定例日 第一)

第三、 71<1IfIJ日/

委 員 長 高 橋 祭 治

幹 事 浦 英 之 助

岡 松 久 保 敬 三

養 員 楠 瀬 1放

同 作 111] 日 出 生

同 境 J E 一

同 高 間 奥 三 吉

委

淵 部 民 弓

鳥 井 信

中 海 誠 一 良11

卒 採 鈴 古

藤 本 賢 太 郎

本 ｮｾ 乙彦

松 井 賞 太 郎

松 久 保 敬 三

牧 野 忠

松 井 清 之 島1)

三 浦 刊¥J 且:

矢 田 鎖 厳

山 岡 誠

山 口 久 n Ull 

保 回 虎 太 郎

渡 部 圭 吾

渡 1主 宰

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

同

問

問

問

雅

良E

治

武

由

{

品

建築材料陳列場幹事曾

( 定 例 日 )

第二木限日

幹 事 長 阿 部 員 五 則

幹 事 伊 東 宗 太 郎

同 浦 英 之 島 ) )

同 北 垣 熊 之 介

問 中 西 六 良11

同 渡 部 圭 吾

「建築と 社曾 J編綾部曾

( 定 例 日 )

第一木随日/

編 輯 部 員 柄 本 楠

同 東 畑 謙

問 中 西 六

同 内 藤 rb

同 本 多 延

岡 吉 田 信

同 和 国

「建築愚前究 J編弱震員曾

委 員 伊 東 恒 治

同 新 名 和 夫

同 武 回 五 : 一

同 滋 湾 民 弓

同 棚 橋 諒

同 4訳 書 事 維

問 藤 井 厚 二

同 吉 田 信 武

問 横 山 敏 雄

同 森 田 慶 一

員

/ 定 例 日 ¥

常務曾 Ｈ ｍＢｾｨｘｾ ｲＭｴ ｮｾ＠ M )  

¥第一第三月陥日/

令 長 片 岡 安

高IJ 令 長 武 間 五 -

IiI IJ 合 長 松 井 -)1 太 郎

監 事 阿 部 鯨I Jl IJ 

盟 主 事 溢 谷 五 良11

主 記 伊 藤 和 夫

主 記 池 岡 常 彦

主 fl包 北 垣 熊 之 介

主 lifl 中 海 誠 一 良11

主 担 保 回 虎 太 郎

主 計 伊 東 祭 太 郎

主 計 清 水 祭 二

主 計 谷 隆 夫

編 将 阿 国 孝 男

縞 斡 新 名 窟i 夫

編 斡 烏 闘 良 毒 事

編 耕 三 浦 sJ 史

役

議 員 曾

今 林 彦 太 郎

伊 藤 和 夫

伊 東 宗 太 郎

池 田 宮 彦

岡 田 孝 男

大 倉 三 郎

片 岡 安

加 藤 義 古

河 合 貞 一 良11

北 垣 熊 之 介

図 藤 武

見 豆 腐 太 郎

佐 野 俊 三

酒 井 m三 良11

作 間 日 出 生

清 水 築 二

葬 者 名 智I 失

白 石 登 喜 男

島 岡 良 懇

志 岐 義 吉

鈴 木 命 太 郎

闘 部 泰 文

武 田 五

高 橋 5賢 治

玉 置 豊 次 郎

谷 隆 夫

評

一

翻静

岡

同

問

問

同

同

同

問

問

問

問

同

同

同

同

同

問

問

問

同

同

悶

悶

同

同



三 吉li sl 史

宮 脇 晴 美

* 原 大 主 主

矢 m 鍛 滋

山 口 儀 三 良11

I-LI 悶 誠

渡 部 支 苔

竹 内 政 治

野 村 安 太 郎

建築曾館委員曾

( 定 例 日 )

第四月 聡日/

安 員 長 竹 腰 俗 芸E

幹 事 鈴 木 末 尾

同 谷 民 説

委 員 阪 口 芳 三 良11

同 阪 弁 米 吉

岡 波 江 悌 失

問 中 告 書 誠 一 良11

岡 松 宗 主 光

間 山 ) 協 tz _:::: 良11

倉 員 委 員 曾

( 定 例 日 )

第二月限日 /

委員長寂士阿: i lX 一

幹 事 今 林 彦 太 郎

同 酒 井 勇 三 郎

委 員 池田谷 久 吉

岡 大 倉 三 郎

阿 川 口 一 二

同 術 開 EE54t

同 古 字 国 1宝

阿 波 谷 五 : 郎

問 中 海 誠 一 郎

岡 松 本 俊 八

岡 宮 本 長 治

岡 山 脇 友 三 郎

木材市場品規格

調査委員曾

( 定 例 日 )

第二 、第四 、火晦日 /

委 員 長 高 橋 祭 治

幹 事 池 関 宮 彦

岡 松 久 保 敬 三

委 員 大 阪 樹 木 商 同 業 組合

同 北 垣 熊 之 介

同 楠 瀬 澱

岡 県 滞 併

問 境 正 一

同 阪 弁 米 吉

岡 島 問 良 馨

同 白 川 対i 一

同 後 川 修 一

同 志 自 主 善 吉

岡 高 岡 興 三 吉

岡 谷 司王ニ良11

同 丹 藤 良 雄

岡 野 図 義 雄

岡 松 崎 勝 太 郎

問 主主問 者 ｾ ｩ 治郎

同 吉 本 政 次 郎

託

問

問

問

問

問

問

問

喝

同

別委員長波 江 悌

纏 務 部

長 中 津 誠 一 郎

ｉ ｬｾ 内藤亮 一

員 中 西 六 郎

三 ii1i 1句 史

山 口 : i E 城

務 部

安 井 主主 雄

I甫 英 之 JJ)}

井 七 瓶 詰 提

査 部

鳥 井

吉 田 信

伊 藤 和

川 口 ー

柄 本 楠

究 部

竹 腰 俗 芸E

松 井 清 之 助

池 区I 1守 彦

伊 東 恒 治

総 書 事 長 弓

鳥 井 捻 議

横 山 命 維

傭 部

ノj、笠 原 銅

本 多 : i E 遊

間 回 孝 男

阪 口 芳 三 良11

篠 原 太 郎

覧 部

村 野 藤 吾

加 藤 義 吉

玉 置 控 次 良[1

習 部

竹 腰 俊 遺

松 井 清 之 助

池 田 宮 彦

録 部

高 橋 祭 治

秋 岡 喜 代 治

新 名 額 夫

曾 計 部

長 箭 7] t 祭

災害調査委員曾

委員 長 波 江 悌 夫

幹 事 黒 岡 茂

委 員 浅 野 新 一

同 桐 本 楠 雑

同 佐 野 俊 三

同 篠 原 太 郎

同 谷 隆 夫

同 玉 置 主 主 次 郎

同 鳥 井 捻 議

問 中 島 智 喜

同 内 藤 亮 一

同 松 井 清 之 助

同 ----'- 本44多 正 道

信

武

夫

二

雅

失

財

長

事

民

調

長

官

申

員

開閉

長

一

品

民

宣

長

本

員

展

長

事

員

演

長

務

員

記

長

率

部

品

什

委

問

問

部

幹

委

郎

幹

委

同

同

部

幹

委

問

問

問

問

部

幹

委

問

問

部

品

什

委

部

幹

委

部

幹

悶

吉事

郎

郎

郎

失

助

世

三

文

失

感

茂

一

事

郎

山氏

淑

誠

吾

飢

吉

郎

修

郎

一

研

泣

次

士

ロ

彦

卒

八

三

吾

!

賀

太

治

次

曾

町

U

Z

J

2

2利

新

智

次

向

鍛

圭

曾

D

Z
新

巻

成

直

安

小

倉

町

則

一

陽

一

次

究

三

猪

鋭

乙

2

3釦

出

品

例

す

江

川

柳

野

九

井

分

間

野

島

吋

浦

団

関

部

付

第

錦

町

津

井

谷

岐

内

中

村

田

村

例

乱

川

川

松

村

村

様

林

本

舗

間

山

本

木

野

棚

田

高

誼

吉

間

一↓

一

波

松

背

佐

関

谷

烏

二

期

山

茂

中

期

三

矢

山

渡

鑓

…

削

臥

小

末

場

紳

+

応

竹

岡

商

梢

村

宅

一、

葛

小

小

赤

阿

木

黒

小

塚

E

K

本

格

松

三

本

臨

池

別

ぽ

同

神

第

長

事

員

努

事

員

殴

崎

明

長

部

員

住

用

市

長

本

民

間

長

員

員

貝

都

貝

委

幹

委

問

問

問

問

委

幹

問

委

悶

同

問

同

問

問

委

幹

問

委

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

委

銅

次

克

一

士

口

夫

迭

彦

信

問

問

問

斡

委

問

問

同

問

問

問
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編 輯 後 記

砂4 月21 日午前 6 時 2 分 ( 護問時亥11) に妥

湾未曾有の大足災が あった、 基湾中部殊

に妥 中・ 新竹雨州下の被害が最 も甚大で

家屋の倒壕人畜の死傷等多数にのぼ り酸

鼻 を極め ?こ コ

惨事時の建築物に 就 ては京大藤升博士 、東

京工大谷口博士の研究、 所設はf頃聴に債

するがこの賓現を見守 して今回の惨禍 に

遇つにこ主は遺憾f二 基湾在住の建 築家

諸君によって夙に建築の改善は11呂導され

てはゐ ょ うがこの機舎になほ 一層の努力

が望 まし〈 吾 k も亦そ の賓現 に後 援に謹

カ を惜まないも のである。

砂こんど本舎に合員委員 舎が設置 されて今

その活動に入らんとして ゐる. こ の舎の

事業は倉員 の精力日蓮動で ある. 委員諸君

の折角の努力で目的は達するであらうが

建 築 と 社 禽

第 18 斡 第 5 貌

ｬ 加 ＵＰＱ ｾ Ｑｃ 垂 ｉ ｾ 税 Ｒ 銭〉
毎月 l 凶! 日鼓行 定 償 12茄 6.∞ 闘( 同 24 銭〕

昭和 10年 4 月25日 印 刷 昭 和 10年 5 月 1 日 護 行

軍基行 ・5国斡

印 刷 人

鷹 取 陽

西宮市今津町津門字受湾60S番 地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大 阪市 東 区 内淡路 町 l 丁目 7番 地

E重 行 所 2R 日 本 建 築 協 曾

大 阪市北区中 之島3 ノ3朝 日 ピル

電話長本局(23"; 45∞苦手〈凸〉

錆 替 口 座 央 阪 39975替

特 約 販質 問 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 区京 町堀 初 予 板 橋西

電 話 土 佐 宛 2440替

S音替口座央阪 2004苦言

禁 轄 載

本 放 に掲 畿せる ものは 、一 切と れを 無 断 にて

縛 載 し叉 は単行本 に上梓そ の他 の復製行震を

なすことを禁ず。

一般舎員諸君 も自ら この増加l運動に 日産援

せ られ、強力なる固障 として ー暦祉舎奉

仕の買を翠げ建築界の向上に 費 し我図文

化の発達に寄9i! されんこと を裳ふ。

砂本蹴は住宅特輯であ るが在来 と行方ぞ替

へ 見 る震 の ｾ民を多くし 仁、 記事では松

本氏、葛野氏、 ;増山氏等のfJVr.: の文字及

ひ Ｇ和ｼ 封 氏外二氏の新進撃 徒の ま ＱｾＮ 績〈で

あ らう研究で飾つ仁 、諸氏に 探謝すo

' 来 月践は郷土建築 の橡定であったが都合

で大株及大朝京都支局の雨建物を中心 と

する 新建築枕に鑓更 しに、こ の黙郷土建

築の執筆者の方へ御諒恕 を願ひ ?こし、。

惨本年にな って建築篠令が所 k 鑓 つにので

これを機舎に訂正増補して 「第五版市街

地建築物法令」として出してゐる、 御 希

望の方は別項の康告を会照して下さい 。

慶 告 掲 載 料 金

普 通 : 1 頁 / 1 也j /  15∞ 

普通 ｬ ｴ 頁ｼ 寸 ｾ 1- 8: ∞ 

普 通 l 頁 I 1 凶 I 45∞ 
l 11lI 閉館1買} 一一一一一一」一一一一一一一l一一一一一一一一一一

普 遁 1 頁 I 1 凶 I 40∞ 
{ 前i付帯2頁) 一一一ー一一| 一一一一一一-

r u  l 頁 1____J___ttrJ_ 1  25∞ 
1晶哨館 1及畳象 v一一一一一一」一一一一一一一|一一一一一一一一一一

て 巾 一 掃}ト 1 を頁 I i 凶 I  20∞ 

表紙 ［Ｍ Ｑ ｾｬ ｬ 也 Ｑ Ｑ Ｍ両面 一

; : : 十子|刑 公

272 |づ44÷: -l づ!?

御 注 文

御 注 文 はすべて前令 で本曾 直接又 は特 約 j苫へ

振替貯金又 は震 替で御 梯 込 を 願 ひ ます。垂1¥努

代 用は一割司君、代 令 引換はお断り 主主します 。
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賠 静 堂 記 念 出 版

本合創立満十五年記念出版の第二吹として「大阪市地質調査闘

表 J ｾ蛮刊しにものである ラ

本警は本舎常設の災害強度委員舎が数年に亘って苦心調査蒐集

しに資料を輯錯して一本に纏めにもので、他に同種の刊行物な

〈拘に斯界に於ける鷺異的出版である。この出版に際して本舎

としては凡ゆる黙に於て多大の犠牲を梯ったものであ るが、 し

かも向上梓しにる所以のものは、土木建築関係者が計葺に営り

常に必要訣〈べからさ' るも のであり、叉容易に所要のものを調

奈し得る主云ふ質に簡便にして、斯界にとり稗益t t からざるも

の と信じ? こか らである。

世の土木建築に闘係ある諸賢へこの権威ある賀典を御薦めする

次第である。

四 六 倍 版

上 製 箱 入

上 質 印 刷 紙

クロース装偵

定 債 3.5 0 園

本協曾員に限り 3.00固

主主料 12 銭

日本建築協曾対行

大阪 ・北区 ・朝日 ピル 庖

庖

支

書

本

堂

善

々

九

柳

拘

初
宇
買

振替口座大阪 39975



建 築 材 科 陳

細番披 材 料 種 別 出 品 者

1・6 調 製 建 具 鐙 築 材 料 三機工業株式含量土

2- 4 ギノι ソイドルーフヰ y 国烏 B{IU目化事工業所

ク.

2- 4  エ F ーナイト 木 下 謹 三 尚 底

5  

7  

ト 9 1六 甲 ス レ ー ト 日 本 石 綿|野 昔 時三 郎 商 底

怒 六 甲 9 イル |  

A : r 有工所
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